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矢作川流域圏における課題（案） 

1．課題の設定にあたって 

課題については、あくまで懇談会で議論する課題のイメージを持ってもらうため、事務局で用意し

た、たたき台であり、これまでの会議等で検討されてきた内容を集約したものです。 

今後、懇談会をすすめる中では、参加者のみなさんから改めて課題を頂き、どのような課題を議論

していくか一緒に考えていきたいと思います。 
■課題の設定にあたって参考とした会議等 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．課題の分類方法 

設定した課題は、分野別・地域別で分類するとともに、今後懇談会で扱う課題や優先度の観点から

以下のように分類しました。 

分類項目 分類内容 分類の考え方 

分野別（６） ○治水に関する課題 

○利水に関する課題 

○環境に関する課題 

○地域活性化に関する課題 

○総合土砂管理に関する課題 

○維持管理に関する課題 

矢作川水系河川整備計画で分類されている 5分野

（治水、利水、環境、総合土砂管理、維持管理）

に地域活性化を追加し、それぞれの分野に関連す

る課題を設定した。 

地域別（３） ○山部会で検討する課題 

○川部会で検討する課題 

○海部会で対応する課題 

各部会の検討範囲に関連する課題を設定した。 
○山部会で検討する課題 

矢作川の水源地域に関する課題 

○海部会で検討する課題 
矢作川河口部及び矢作川流域に接する海域に

関する課題 

○川部会で検討する課題 

上記以外の矢作川流域圏に関する課題 

懇談会で扱う

課題（２） 

次ページに詳述 

○懇談会で扱う課題 

○その他の課題 

懇談会で意見交換するべき課題を設定した。 

○懇談会で扱う課題（協働・連携で取り組む課題）

民・学・官の連携により意見交換するべき課題

○その他の課題 

行政機関のみで対応できる課題や行政機関と

特定の団体で検討できる課題 

優先度 ○短期的に取り組む課題 

 

優先的に検討すべき課題（当面３ヵ年で取り組む

課題）を設定した。 

設定にあたっては、流域全体（山・川・海部会）

に関連する課題とこれまでに要望の多かった課

題（意見が３つ以上を対象）を対象とした。 

資料 4 

・矢作川の環境を考える懇談会（平成 13 年 4 月～平成 14 年 5 月） 

・矢作川流域委員会（平成 15 年 6 月～平成 21 年 1 月） 

・三河湾流域圏再生行動計画（平成 20 年 3 月策定） 

・矢作川住民懇談会（平成 20 年 7 月～10 月） 

・矢作川行政連絡会（平成 20 年 7 月～10 月） 

・矢作川住民説明会（平成 20 年 10 月） 

・矢作川水系河川整備計画（平成 21 年 7 月 30 日策定） 
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■矢作川流域圏における課題（案） 

課題 部会 分

野 大分類 小分類 

問題点 

（キーワード） 山 川 海

短期

課題

流下能力の確保 ・ 越水の危険（36～40k）   ○   

河道内樹木の伐開 ・ 樹林化による洪水流下阻害   ○   

堤防の強化 ・ 堤防整備率が低い 

・ 堤防への浸透 

・ 堤防の耐震性 

・ 護岸の根入れ不足 

  ○   

矢作古川への分派

量低減 

・ 洪水時の計画を上回る矢作古川への分

派（東海（恵南）豪雨時） 
  ○   

直轄管理区間の治

水安全度向上 

矢作ダムの機能向

上 

・ 洪水調整容量の不足 
 ○   

県・市町村管理中小

河川の治水安全度

向上 

流下能力の確保 ・ 支川の堤防高不足 

・ 支川の河積不足   ○   

下水道整備率の向

上 

・ 下水道処理人口普及率が低い（全国より

-10％） 
  ○   

内水処理 

田・畑・ため池の保

全 

・ 田、畑等の宅地化の進行 
  ●   

危機管理 地域防災力の向上 ・ 水防団の高齢化等による担い手不足 

・ 災害に対応するための仕組みづくり 
● ●  ● 

治
水 

流出抑制のための

森林の保水機能の

維持 

適正な森林管理 ・ 森林の荒廃 

●   ● 

利水安全度の低下、

渇水対応 

利水安全度の向上 ・ 水利用の増加 

・ 取水制限の頻発 
  ○   

減水区間の動植物

の生息環境や水質

改善 

減水区間の解消 ・ 減水区間発生による河川環境の悪化 

 ○   

河川水の適正な利

用 

水利用の情報提供 ・ 取水実態の把握 

・ 矢作古川での水利権確保 
  ○   

利
水 

流域の保水機能維

持 

田・畑・ため池の保

全 

・ 田、畑等の宅地化の進行 
  ●   

干潟、ヨシ原、砂州

の保全・再生 

・ 土砂供給の減少 

・ 干潟、ヨシ原の減少（0～2.5k） 

・ 砂州の減少（18.5～20.5k） 

  ● ●  

矢作川らしい河川

整備の推進 

河道内樹木の対策 ・ 土砂供給の減少 

・ 樹林化の進行 
  ●  ● 

藻場・浅場の再生 ・ 海草藻場（アマモ）の減少    ○  環
境 

動植物の生息・生育

環境の保全・再生 川の連続性の確保 ・ 河川横断構造物による魚類等の移動阻

害 

（鹿乗川取水堰、小島堰（矢作古川）、 

乙川頭首工、藤井床固工、明治用水頭首

工） 

・ 減水区間の存在 

  ○   

分野別

※  網掛け した課題が懇談会で扱う課題（案） 
※ ● 各部会で扱う課題（案） 



 3

課題 部会 分

野 大分類 小分類 

問題点 

（キーワード） 山 川 海

短期

課題

川の撹乱と更新シ

ステムの再生 

・ 河川の自然営力（ダイナミズム）の減少 

・ 澪筋の固定化 

・ 河床の粗流化 

・ 河川の流砂量の減少による大型糸状緑

藻（カワシオグサ）の異常繁茂 

○ ○   

適正な森林管理 ・ 人工林の荒廃による生物の生息環境等

の劣化 
●    

矢作川を特徴づけ

る種の生育環境の

保全・再生 

・ 干潟の減少（イカルチドリ） 

・ 砂州の減少（コアジサシ） 

・ 砂礫底の減少（キイロヤマトンボ） 

  ●   

外来種対策 ・ ブラックバス、ブルーギルの生息（ダム

湖、上中流） 

・ カワヒバリガイの生息（中流） 

・ セイタカアワダチソウの繁茂 

・ オオカナダモの繁茂 

● ●  ● 

自然に配慮した河

川空間利用の促進 

・ 利用と自然環境のバランス調整   
●

  

人と川とのふれあ

い増進 

・ 親水空間の不足（中流） 

・ 安全性の向上、バリアフリーの促進が求

められる 

  ●  ● 

子どもたちの身近

な自然との触れあ

い機会の創出 

・ 川との触れ合いの場が不充分 

・ 環境教育の場としての活用が不充分   ●   

利用マナーの向上 ・ 水上バイクやラジコンのトラブル（明治

用水頭首工） 

・ 海への関心の薄れ 

・ 砂浜への車両乗り入れ 

・ 遊泳者やマリンレジャー関係者の無謀

な行為 

  

● ● ● 

水辺へのふれあい

の増進 

水辺へのアクセス

向上 

・ 堤防及び水辺へのアクセスの改善 
  ● ●  

矢作川らしい景観

の維持・創出 

・ 砂州の減少 

・ 干潟・ヨシ原の減少 
  ●   

良好な景観の維持、

形成 

景観阻害要因の除

去 

・ ゴミや汚物の不法投棄 

・ 家電製品の不法投棄 

・ 船舶の不法係留、車両の不法放置 

・ 河道内樹木による眺望阻害 

・ 流木の河川等への流出 

● ● ● ● 

三河湾における水

質保全対策 

・ 閉鎖性の強い水域 

・ 生活排水や産業排水による流入負荷 

・ 赤潮の発生 

・ アオサの発生 

・ 苦潮の発生 

   ○  

環
境 

良好な水質の維持 

流入河川、支川の水

質浄化対策 

・ 支川（矢作古川、鹿乗川、乙川等）の水

質が悪い 

・ 河川への水量減少（下水道整備など） 

  ○   
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課題 部会 分

野 大分類 小分類 

問題点 

（キーワード） 山 川 海

短期

課題

流域対策の推進（排

出負荷の削減） 

・ 合併浄化槽の整備が不充分（上流） 

・ 汚水処理施設の整備率が低い（全国より

－13％） 

・ 大腸菌群数が環境基準を未達成 

・ 下水道処理人口普及率が低い（全国より

－10％） 

● ●  ● 

環
境 

ダム湖内対策（冷濁

水対策、土砂流出対

策） 

・ 上流域の森林荒廃（山腹崩壊等による流

出土砂が多い） 

・ 冷濁水放流の長期化 

・ 富栄養化の恐れ 

○    

地域間交流の推進 上下流交流の推進 ・ 上流への意識の低さ 

・ 流域住民の参加を促す取組みが不足 
●   ● 

まちづくりと一体

となった河川環境

整備 

・ まちづくりと川づくりのつながり不足 

  ●   

水辺のネットワー

クの形成 

・ 連続性のある遊歩道の整備が不充分 
  ●   

まちづくりとの連

携 

河川管理用通路の

活用 

・ 通過交通によりクラック発生 

・ 狭くて危険 

・ 渋滞時では、緊急の交通確保が困難 

  ●  ● 

歴史的資産、景観の

保全・活用 

・ 浮世絵に描かれるような歴史的景観の

維持・保全する取組みの不足   ●   

地域固有の歴史・文

化を活かした川づ

くり 

川にまつわる伝統

行事の維持・継承 

・ 竜宮大社の祭事の継続が懸念（淵の保

全） 
  ●   

林業の振興 ・ 林業経営不振、林業従事者の減少 

・ 森林の荒廃 

・ 流域連携による仕組みづくり 

・ 助成制度や公的支援の見直し 

●   ● 

農業の振興 ・ 中州におけるカラスの生息（中流） ● ●   

地
域
活
性
化 

産業の振興 

漁業の振興 ・ アカガイの激減 

・ ナマコ類の減少 

・ 貝類、エビ・カニ類の減少 

・ アユのそ上阻害 

  ● ● ● 

適正な治山対策 ・ 流出土砂の発生 ○    土砂・流木被害の軽

減 適正な森林管理 ・ 専門的知識の不足 

・ 森林の荒廃 

・ 流木の発生 

●   ● 

矢作ダム堆砂対策   ・ 堆砂の進行 

・ 矢作ダムへの流入土砂の増加 
● ● ● ● 

河道安定化対策 適正な土砂管理 ・ 土砂による樹林化、河床低下等の河道へ

の影響 
○    

総
合
土
砂
管
理 産卵床や干潟・浅

場、漁場の減少等生

息環境への影響 

海域環境や漁場環

境の保全 

・ 土砂による漁業被害への影響 

・ 河口干潟の減少 

○  ○  
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課題 部会 分

野 大分類 小分類 

問題点 

（キーワード） 山 川 海

短期

課題

河道管理 樹木の適正管理 ・ 樹林化の進行 

  ○   

河川管理施設の適

正管理 

・ 河川管理施設の劣化 
  ○   

河川管理施設管理 

堤防道路の適正管

理 

・ 渋滞時では、緊急の交通確保が困難 
  ○   

矢作ダム管理 適正なダム管理 ・ ダムへの流木の流入 

・ 河川への流木の流出 

・ 濁水の長期化 

● ● ● ● 

許可工作物の管理 許可工作物の適正

管理 

・ 現行の技術基準を満足していない工作

物が存在している 
  ○   

情報ネットワーク

の構築 

・ 水質、水難事故等への対応方法 
  ●   

危機管理対策 

地球温暖化の影響

把握と対策 

・ 海面上昇による海抜ゼロメートル地帯

への影響 
  ○ ○  

不法投棄への対応 不法投棄対策 ・ 不法投棄の増加 

・ 不法係留 

・ 海岸への流入ゴミ 

● ● ● ● 

流域内の連携強化 ・ 河川管理者の連携不足 

・ 縦割り行政 

・ 上下流交流の不足 

● ● ● ● 

維
持
管
理 

流域圏に係る意識

向上 

情報共有・啓発活動

の推進 

・ 情報共有基盤の不足 

● ● ● ● 
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■矢作川流域圏における課題（案） 山部会 

課題 分

野 大分類 小分類 

問題点 

（キーワード） 

短期

課題

危機管理 地域防災力の向上 ・ 水防団の高齢化等による担い手不足

・ 災害に対応するための仕組みづくり
● 

治
水 流出抑制のための森林の

保水機能の維持 

適正な森林管理 ・ 森林の荒廃 
● 

川の撹乱と更新システム

の再生 

・ 河川の自然営力（ダイナミズム）の

減少 

・ 澪筋の固定化 

・ 河床の粗流化 

・ 河川の流砂量の減少による大型糸状

緑藻（カワシオグサ）の異常繁茂 

 

適正な森林管理 ・ 人工林の荒廃による生物の生息環境

等の劣化 
 

動植物の生息・生育環境の

保全・再生 

外来種対策 ・ ブラックバス、ブルーギルの生息（ダ

ム湖、上中流） 

・ カワヒバリガイの生息（中流） 

・ セイタカアワダチソウの繁茂 

・ オオカナダモの繁茂 

● 

良好な景観の維持、形成 景観阻害要因の除去 ・ ゴミや汚物の不法投棄 

・ 家電製品の不法投棄 

・ 船舶の不法係留、車両の不法放置 

・ 河道内樹木による眺望阻害 

・ 流木の河川等への流出 

● 

流域対策の推進（排出負荷

の削減） 

・ 合併浄化槽の整備が不充分（上流）

・ 汚水処理施設の整備率が低い（全国

より－13％） 

・ 大腸菌群数が環境基準を未達成 

・ 下水道処理人口普及率が低い（全国

より－10％） 

● 

環
境 

良好な水質の維持 

ダム湖内対策（冷濁水対

策、土砂流出対策） 

・ 上流域の森林荒廃（山腹崩壊等によ

る流出土砂が多い） 

・ 冷濁水放流の長期化 

・ 富栄養化の恐れ 

 

地域間交流の推進 上下流交流の推進 ・ 上流への意識の低さ 

・ 流域住民の参加を促す取組みが不足
● 

林業の振興 ・ 林業経営不振、林業従事者の減少 

・ 森林の荒廃 

・ 流域連携による仕組みづくり 

・ 助成制度や公的支援の見直し 

● 

地
域
活
性
化 

産業の振興 

農業の振興 ・ 中州におけるカラスの生息（中流）  

適正な治山対策 ・ 流出土砂の発生  土砂・流木被害の軽減 

適正な森林管理 ・ 専門的知識の不足 

・ 森林の荒廃 

・ 流木の発生 

● 

総
合
土
砂
管
理 

矢作ダム堆砂対策   ・ 堆砂の進行 

・ 矢作ダムへの流入土砂の増加 
● 
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課題 分

野 大分類 小分類 

問題点 

（キーワード） 

短期

課題

河道安定化対策 適正な土砂管理 ・ 土砂による樹林化、河床低下等の河

道への影響 
 総

合
土
砂
管
理 

産卵床や干潟・浅場、漁場

の減少等生息環境への影

響 

海域環境や漁場環境の保

全 

・ 土砂による漁業被害への影響 

・ 河口干潟の減少  

矢作ダム管理 適正なダム管理 ・ ダムへの流木の流入 

・ 河川への流木の流出 

・ 濁水の長期化 

● 

不法投棄への対応 不法投棄対策 ・ 不法投棄の増加 

・ 不法係留 

・ 海岸への流入ゴミ 

● 

流域内の連携強化 ・ 河川管理者の連携不足 

・ 縦割り行政 

・ 上下流交流の不足 

● 

維
持
管
理 

流域圏に係る意識向上 

情報共有・啓発活動の推進 ・ 情報共有基盤の不足 
● 

 



 8

■矢作川流域圏における課題（案） 川部会 

課題 分

野 大分類 小分類 

問題点 

（キーワード） 

短期

課題

流下能力の確保 ・ 越水の危険（36～40k）  

河道内樹木の伐開 ・ 樹林化による洪水流下阻害  

堤防の強化 ・ 堤防整備率が低い 

・ 堤防への浸透 

・ 堤防の耐震性 

・ 護岸の根入れ不足 

 

矢作古川への分派量低

減 

・ 洪水時の計画を上回る矢作古川への分

派（東海（恵南）豪雨時） 
 

直轄管理区間の治水安全

度向上 

矢作ダムの機能向上 ・ 洪水調整容量の不足  

県・市町村管理中小河川の

治水安全度向上 

流下能力の確保 ・ 支川の堤防高不足 

・ 支川の河積不足 
 

下水道整備率の向上 ・ 下水道処理人口普及率が低い（全国よ

り-10％） 
 

内水処理 

田・畑・ため池の保全 ・ 田、畑等の宅地化の進行  

治
水 

危機管理 地域防災力の向上 ・ 水防団の高齢化等による担い手不足 

・ 災害に対応するための仕組みづくり 
● 

利水安全度の低下、渇水対

応 

利水安全度の向上 ・ 水利用の増加 

・ 取水制限の頻発 
 

減水区間の動植物の生息

環境や水質改善 

減水区間の解消 ・ 減水区間発生による河川環境の悪化 
 

河川水の適正な利用 水利用の情報提供 ・ 取水実態の把握 

・ 矢作古川での水利権確保 
 

利
水 

流域の保水機能維持 田・畑・ため池の保全 ・ 田、畑等の宅地化の進行  

干潟、ヨシ原、砂州の保

全・再生 

・ 土砂供給の減少 

・ 干潟、ヨシ原の減少（0～2.5k） 

・ 砂州の減少（18.5～20.5k） 

 

矢作川らしい河川整備の

推進 

河道内樹木の対策 ・ 土砂供給の減少 

・ 樹林化の進行 
● 

川の連続性の確保 ・ 河川横断構造物による魚類等の移動阻害

（鹿乗川取水堰、小島堰（矢作古川）、乙

川頭首工、藤井床固工、明治用水頭首工）

・ 減水区間の存在 

 

川の撹乱と更新システ

ムの再生 

・ 河川の自然営力(ダイナミズム)の減少 

・ 澪筋の固定化 

・ 河床の粗流化 

・ 河川の流砂量の減少による大型糸状緑

藻（カワシオグサ）の異常繁茂 

 

矢作川を特徴づける種

の生育環境の保全・再生

・ 干潟の減少（イカルチドリ） 

・ 砂州の減少（コアジサシ） 

・ 砂礫底の減少（キイロヤマトンボ） 

 

環
境 

動植物の生息・生育環境の

保全・再生 

外来種対策 ・ ブラックバス、ブルーギルの生息（ダ

ム湖、上中流） 

・ カワヒバリガイの生息（中流） 

・ セイタカアワダチソウの繁茂 

・ オオカナダモの繁茂 

● 
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課題 分

野 大分類 小分類 

問題点 

（キーワード） 

短期

課題

自然に配慮した河川空間

利用の促進 

・ 利用と自然環境のバランス調整 
 

人と川とのふれあい増進 ・ 親水空間の不足（中流） 

・ 安全性の向上、バリアフリーの促進

が求められる 

● 

子どもたちの身近な自然

との触れあい機会の創出 

・ 川との触れ合いの場が不充分 

・ 環境教育の場としての活用が不充分
 

利用マナーの向上 ・ 水上バイクやラジコンのトラブル

（明治用水頭首工） 

・ 海への関心の薄れ 

・ 砂浜への車両乗り入れ 

・ 遊泳者やマリンレジャー関係者の無

謀な行為 

● 

水辺へのふれあいの増進 

水辺へのアクセス向上 ・ 堤防及び水辺へのアクセスの改善  

矢作川らしい景観の維

持・創出 

・ 砂州の減少 

・ 干潟・ヨシ原の減少 
 

良好な景観の維持、形成 

景観阻害要因の除去 ・ ゴミや汚物の不法投棄 

・ 家電製品の不法投棄 

・ 船舶の不法係留、車両の不法放置 

・ 河道内樹木による眺望阻害 

・ 流木の河川等への流出 

● 

流入河川、支川の水質浄化

対策 

・ 支川（矢作古川、鹿乗川、乙川等）

の水質が悪い 
 

環
境 

良好な水質の維持 

流域対策の推進（排出負荷

の削減） 

・ 合併浄化槽の整備が不充分（上流）

・ 汚水処理施設の整備率が低い（全国

より－13％） 

・ 大腸菌群数が環境基準を未達成 

・ 下水道処理人口普及率が低い（全国

より－10％） 

● 

まちづくりと一体となっ

た河川環境整備 

・ まちづくりと川づくりのつながり不

足 
 

水辺のネットワークの形

成 

・ 連続性のある遊歩道の整備が不充分
 

まちづくりとの連携 

河川管理用通路の活用 ・ 通過交通によりクラック発生 

・ 狭くて危険 

・ 渋滞時では、緊急の交通確保が困難

● 

歴史的資産、景観の保全・

活用 

・ 浮世絵に描かれるような歴史的景観

の維持・保全する取組みの不足  
地域固有の歴史・文化を活

かした川づくり 

川にまつわる伝統行事の

維持・継承 

・ 竜宮大社の祭事の継続（淵の保全）
 

農業の振興 ・ 中州におけるカラスの生息（中流）  

地
域
活
性
化 

産業の振興 

漁業の振興 ・ アカガイの激減 

・ ナマコ類の減少 

・ 貝類、エビ・カニ類の減少 

・ アユのそ上阻害 

● 
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課題 分

野 大分類 小分類 

問題点 

（キーワード） 

短期

課題

総
合
土
砂
管
理 

矢作ダム堆砂対策   ・ 堆砂の進行 

・ 矢作ダムへの流入土砂の増加 

● 

河道管理 樹木の適正管理 ・ 樹林化の進行  

河川管理施設の適正管理 ・ 河川管理施設の劣化  河川管理施設管理 

 堤防道路の適正管理 ・ 渋滞時では、緊急の交通確保が困難  

矢作ダム管理 適正なダム管理 ・ ダムへの流木の流入 

・ 河川への流木の流出 

・ 濁水の長期化 

● 

許可工作物の管理 許可工作物の適正管理 ・ 現行の技術基準を満足していない工

作物が存在している 
 

情報ネットワークの構築 ・ 水質、水難事故等への対応方法 
 

危機管理対策 

 

地球温暖化の影響把握と

対策 

・ 海面上昇による海抜ゼロメートル地

帯への影響 
 

不法投棄への対応 不法投棄対策 ・ 不法投棄の増加 

・ 不法係留 

・ 海岸への流入ゴミ 

● 

流域内の連携強化 ・ 河川管理者の連携不足 

・ 縦割り行政 

・ 上下流交流の不足 

● 

維
持
管
理 

流域圏に係る意識向上 

 

情報共有・啓発活動の推進 ・ 情報共有基盤の不足 
● 
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■矢作川流域圏における課題（案） 海部会 

課題 分

野 大分類 小分類 

問題点 

（キーワード） 

短期

課題

矢作川らしい河川整備の

推進 

干潟、ヨシ原、砂州の保

全・再生 

・ 土砂供給の減少 

・ 干潟、ヨシ原の減少（0～2.5k） 

・ 砂州の減少（18.5～20.5k） 

 

動植物の生息・生育環境の

保全・再生 

藻場・浅場の再生 ・ 海草藻場（アマモ）の減少 
 

利用マナーの向上 ・ 水上バイクやラジコンのトラブル

（明治用水頭首工） 

・ 海への関心の薄れ 

・ 砂浜への車両乗り入れ 

・ 遊泳者やマリンレジャー関係者の無

謀な行為 

● 

水辺へのふれあいの増進 

水辺へのアクセス向上 ・ 堤防及び水辺へのアクセスの改善  

良好な景観の維持、形成 景観阻害要因の除去 ・ ゴミや汚物の不法投棄 

・ 家電製品の不法投棄 

・ 船舶の不法係留、車両の不法放置 

・ 河道内樹木による眺望阻害 

・ 流木の河川等への流出 

● 

環
境 

良好な水質の維持 三河湾における水質保全

対策 

・ 閉鎖性の強い水域 

・ 生活排水や産業排水による流入負荷

・ 赤潮の発生 

・ アオサの発生 

・ 苦潮の発生 

 

地
域
活
性
化 

産業の振興 漁業の振興 ・ アカガイの激減 

・ ナマコ類の減少 

・ 貝類、エビ・カニ類の減少 

・ アユのそ上阻害 

● 

矢作ダム堆砂対策   ・ 堆砂の進行 

・ 矢作ダムへの流入土砂の増加 
● 総

合
土
砂
管
理 

産卵床や干潟・浅場、漁場

の減少等生息環境への影

響 

海域環境や漁場環境の保

全 

・ 土砂による漁業被害への影響 

・ 河口干潟の減少 
 

矢作ダム管理 適正なダム管理 ・ ダムへの流木の流入 

・ 濁水の長期化 
● 

危機管理対策 地球温暖化の影響把握と

対策 

・ 海面上昇による海抜ゼロメートル地

帯への影響 
 

不法投棄への対応 不法投棄対策 ・ 不法投棄の増加 

・ 不法係留 

・ 海岸への流入ゴミ 

● 

流域内の連携強化 ・ 河川管理者の連携不足 

・ 縦割り行政 

・ 上下流交流の不足 

● 

維
持
管
理 

流域圏に係る意識向上 

情報共有・啓発活動の推進 ・ 情報共有基盤の不足 ● 
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■
矢
作
川
流
域
圏
に
お
け
る
課
題
（
案
）
根
拠

 

大
分
類

小
分
類

山
川

海
鵜
の
首
狭
窄
部
の
改
修
。

第
2回
行
政
連
絡
会
（
西
三
河
総
合
庁
舎
）

豊
田
市
内
の
鵜
の
首
狭
窄
部
を
は
じ
め
、
各
所
で
東
海
（
恵
南
）
豪
雨
に
対
す
る
河
道
の
流

下
能
力
が
不
足
し
て
お
り
、
堤
防
整
備
や
河
道
掘
削
等
が
必
要

矢
作
川
水
系
河
川
整
備
計
画

平
成
12
 年
9 
月
の
東
海
豪
雨
で
は
､矢
作
川
の
鵜
の
首
狭
窄
部
上
流
の
豊
田
市
で
は
越
水
や

漏
水
が
発
生
し
、
多
大
な
被
害
が
発
生

三
河
湾
流
域
圏
再
生
行
動
計
画

東
海
豪
雨
の
際
、
上
流
部
の
豊
田
市
街
地
の
一
部
区
間
で
越
水
が
発
生
し
た
。

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

東
海
豪
雨
で
は
九
澄
橋
付
近
で
あ
と
1m
程
で
溢
れ
る
状
態
だ
っ
た
。

第
2回
住
民
懇
談
会
（
豊
田
）

安
城
川
島
付
近
で
の
樹
木
は
、
堤
防
下
側
の
も
少
し
残
し
て
、
（
堤
防
強
化
の
為
）
残
り
は

全
て
除
い
て
欲
し
い
。

第
2回
住
民
懇
談
会
（
岡
崎
）

美
矢
井
橋
～
新
幹
線
（
16
ｋ
～
18
ｋ
区
間
）
ま
で
の
樹
木
の
筏
採
を
早
期
要
望
。

第
2回
住
民
懇
談
会
（
岡
崎
）

乙
川
合
流
点
付
近
下
流
で
は
、
河
岸
の
樹
林
化
が
洪
水
流
下
の
支
障
と
な
っ
て
お
り
、
河
道

掘
削
に
加
え
て
樹
木
伐
開
も
必
要

矢
作
川
水
系
河
川
整
備
計
画

砂
州
の
規
模
拡
大
や
植
生
に
よ
る
河
積
阻
害
が
見
ら
れ
る

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

河
川
敷
の
小
段
及
び
中
洲
に
立
木
の
伐
採
を
お
願
い
し
た
い
。

第
2回
住
民
懇
談
会
（
岡
崎
）

15
k～
16
k
区
間
の
右
岸
に
漏
水
が
あ
る
。

第
2回
行
政
連
絡
会
（
西
三
河
総
合
庁
舎
）

名
鉄
三
河
線
矢
作
川
橋
梁
付
近
等
に
お
い
て
未
施
行
箇
所
が
あ
り
、
堤
防
の
脆
弱
箇
所
が
あ

る
。

第
2回
行
政
連
絡
会
（
西
三
河
総
合
庁
舎
）

中
堤
防
の
舗
装
を
突
端
ま
で
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

第
2回
住
民
懇
談
会
（
西
尾
）

浸
透
に
対
す
る
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
対
策
が
必
要
な
区
間
の
延
長
は
、
点
検
実
施
済

区
間
の
約
７
割

矢
作
川
水
系
河
川
整
備
計
画

堤
防
断
面
の
不
足
し
て
い
る
区
間
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る

矢
作
川
水
系
河
川
整
備
計
画

護
岸
の
根
入
れ
等
が
不
足
す
る
区
間
が
顕
在
化

矢
作
川
水
系
河
川
整
備
計
画

砂
河
川
で
あ
る
た
め
、
水
衝
部
は
、
洗
掘
さ
れ
や
す
い

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

東
海
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
、
東
南
海
･南
海
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
に
指
定
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
耐
震
点
検
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

大
規
模
地
震
災
害
の
危
険
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
河
川
管
理
施
設
の
耐
震
点
検
・
耐
震
化
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

矢
作
川
水
系
河
川
整
備
計
画

堤
防
整
備
率
は
、
完
成
約
３
５
％
と
中
部
管
内
で
も
か
な
り
低
い
整
備
水
準
に
あ
る

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

矢
作
古
川
沿
川
の
浸
水
被
害
軽
減
に
は
、
分
派
量
低
減
の
対
策
等
が
必
要
で
あ
る
。

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

平
成
1
2
 
年
（
2
0
0
0
）
9
 
月
洪
水
（
東
海
（
恵
南
）
豪
雨
）
時
に
は
、
計
画
を
上
回
る
流
量
が

矢
作
川
か
ら
矢
作
古
川
へ
分
派

矢
作
川
水
系
河
川
整
備
計
画

既
設
矢
作
ダ
ム
は
、
工
事
実
施
基
本
計
画
以
前
の
計
画
に
基
づ
き
計
画
規
模
１
／
８
０
で

整
備
さ
れ
て
お
り
、
既
定
計
画
の
１
／
１
５
０
に
対
応
し
て
い
な
い
。

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

矢
作
ダ
ム
の
放
流
施
設
規
模
は
、
河
川
整
備
基
本
方
針
で
定
め
て
い
る
計
画
規
模
の
放
流
に

は
対
応
し
て
い
な
い

矢
作
川
水
系
河
川
整
備
計
画

県
・
市
町
村
管
理
中
小
河
川
の
治
水

安
全
度
向
上

流
下
能
力
の
確
保

・
支
川
の
堤
防
高
不
足

・
支
川
の
河
積
不
足

○
東
海
豪
雨
の
際
、
本
川
の
背
水
や
支
川
の
堤
防
高
不
足
・
河
積
不
足
等
に
よ
り
、
浸
水
被
害

が
発
生
し
た
。

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

下
水
道
処
理
人
口
普
及
率
は
59
.0
％
で
あ
り
､東
京
湾
や
大
阪
湾
の
約
90
％
に
比
べ
大
幅
に
低

く
、
全
国
平
均
の
69
.3
％
も
下
回
っ
て
い
る

三
河
湾
流
域
圏
再
生
行
動
計
画

三
河
湾
流
域
圏
の
市
町
村
の
う
ち
、
豊
橋
市
、
岡
崎
市
及
び
刈
谷
市
は
合
流
式
下
水
道
を
採

用
し
て
い
る
が
、
近
年
、
雨
天
時
未
処
理
放
流
水
に
よ
る
放
流
先
で
の
水
質
の
悪
化
、
水
利

用
者
に
対
す
る
景
観
・
公
衆
衛
生
及
び
生
態
系
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

三
河
湾
流
域
圏
再
生
行
動
計
画

田
・
畑
・
た
め
池
の
保
全

・
田
、
畑
等
の
宅
地
化
の
進
行

●
現
在
の
田
・
畑
・
た
め
池
を
利
用
し
た
治
水
事
案
が
早
く
て
有
効
的
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

田
・
畑
、
等
へ
補
助
金
を
出
し
て
残
す
工
夫
が
即
効
性
が
あ
る
。

第
2回
住
民
懇
談
会
（
岡
崎
）

治 水

○

・
樹
林
化
に
よ
る
洪
水
流
下
阻
害

○ ○ ○

分
類

地
域
部
会

根
拠

委
員
会
等
の
意
見

問
題
点

（
キ
ー
ワ
ー
ド
）

課
題

矢
作
古
川
へ
の
分
派
量
低
減

・
洪
水
時
の
計
画
を
上
回
る
矢
作
古

川
へ
の
分
派
（
東
海
（
恵
南
）
豪
雨

時
）

・
越
水
の
危
険
（
3
6
～
4
0
k
）

○○

短
期

課
題

流
下
能
力
の
確
保

河
道
内
樹
木
の
伐
開

堤
防
の
強
化

直
轄
管
理
区
間
の
治
水
安
全
度
向
上

・
堤
防
整
備
率
が
低
い

・
堤
防
へ
の
浸
透

・
堤
防
の
耐
震
性

・
護
岸
の
根
入
れ
不
足

内
水
処
理

下
水
道
整
備
率
の
向
上

矢
作
ダ
ム
の
機
能
向
上

・
洪
水
調
整
容
量
の
不
足

・
下
水
道
処
理
人
口
普
及
率
が
低
い

（
全
国
よ
り
-
1
0
％
）
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大
分
類

小
分
類

山
川

海
水
防
団
員
の
減
少
・
高
齢
化
に
よ
り
防
災
力
が
低
下
し
て
い
る

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

水
防
活
動
機
会
が
減
少
し
、
水
防
手
法
の
伝
承
が
不
十
分
で
あ
る

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

復
旧
・
復
興
ま
で
を
視
野
に
入
れ
、
災
害
を
克
服
で
き
る
仕
組
み
や
対
応
を
講
じ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

矢
作
川
水
系
河
川
整
備
計
画

水
防
団
員
の
減
少
や
高
齢
化
、
洪
水
発
生
回
数
の
減
少
に
よ
り
、
水
防
工
法
の
伝
承
が
難
し

く
な
っ
て
き
て
お
り
、
水
防
団
の
強
化
・
育
成
が
必
要

矢
作
川
水
系
河
川
整
備
計
画

上
流
域
は
森
林
荒
廃
が
激
し
く
、
森
林
保
全
（
治
山
、
治
水
、
育
林
等
）
に
苦
慮
し
て
い

る
。

第
2回
行
政
連
絡
会
（
西
三
河
総
合
庁
舎
）

森
林
の
荒
廃
に
よ
る
洪
水
時
の
土
砂
流
出
、
流
木
の
増
加
等
に
よ
る
河
川
へ
の
悪
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
。

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

針
葉
樹
は
、
広
葉
樹
に
比
べ
て
土
壌
の
保
持
力
が
弱
く
、
適
切
な
管
理
を
怠
る
と
土
壌
が
流

出
し
や
す
い
。

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

東
海
豪
雨
時
に
流
木
が
大
量
に
流
出
し
、
洪
水
流
下
の
支
障
と
な
っ
た

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

矢
作
川
流
域
の
地
質
は
花
崗
岩
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
土
砂
災
害
に
弱
く
、
水
土
保
全
機
能

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
森
林
整
備
が
重
要
で
、
森
林
整
備
の
あ
り
方

（
森
林
の
保
全
、
広
葉
樹
林
化
、
林
業
の
あ
り
方
等
)が
必
要
。

調
和
の
と
れ
た
矢
作
川
流
域
圏
の
実
現
に
向
け
て

利
水
安
全
度
が
低
い
。

第
10
回
流
域
委
員
会

利
水
安
全
度
は
近
辺
他
水
系
の
計
画
に
比
べ
て
著
し
く
見
劣
る
。

第
10
回
流
域
委
員
会

昭
和
4
7
 
年
（
1
9
7
2
）
～
平
成
1
8
 
年
（
2
0
0
6
）
の
3
5
 
年
間
の
1
/
1
0
 
渇
水
流
量
は
約
2
.
4
m
3
/
s

で
あ
り
正
常
流
量
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。

矢
作
川
水
系
河
川
整
備
計
画

矢
作
川
水
系
で
は
、
年
間
約
6 
億
2,
60
0 
万
ｍ
3
 の
水
を
農
業
用
水
（
約
56
％
）
、
工
業
用

水
（
約
24
％
）
、
水
道
用
水
（
約
20
％
）
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
高
い
水
需

要
に
対
し
て
、
毎
年
の
よ
う
に
渇
水
に
よ
る
取
水
制
限
を
受
け
て
お
り
、
生
活
や
産
業
活
動

へ
の
影
響
を
受
け
や
す
い

三
河
湾
流
域
圏
再
生
行
動
計
画

中
部
の
他
水
系
と
比
べ
て
も
河
川
水
の
利
用
率
が
高
い

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

至
近
32
年
間
で
20
回
の
取
水
制
限
が
発
生
し
て
い
る
。

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

近
年
の
少
雨
化
傾
向
や
昭
和
40
年
代
以
降
の
水
利
用
の
増
加
に
よ
り
、
河
川
流
量
が
減
少
し

て
い
る
。

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

減
水
区
間
の
動
植
物
の
生
息
環
境
や

水
質
改
善

減
水
区
間
の
解
消

・
減
水
区
間
発
生
に
よ
る
河
川
環
境

の
悪
化

○
水
路
式
の
発
電
で
は
取
水
地
点
か
ら
放
水
地
点
ま
で
の
間
で
減
水
区
間
が
生
じ
、
河
川
環
境

が
悪
化
す
る
場
合
も
生
じ
る
。

矢
作
川
水
系
河
川
整
備
計
画

古
川
へ
の
分
派
量
は
、
分
派
地
点
河
川
流
量
が
古
川
の
既
得
水
利
流
量
の
8.
6ト
ン
以
下
の
時

は
全
量
古
川
に
流
し
そ
れ
を
上
回
っ
た
ら
本
川
と
古
川
で
案
分
す
る
。
既
得
水
利
権
優
先
を

主
張
し
ま
す
。

第
2回
住
民
懇
談
会
（
西
尾
）

矢
作
ダ
ム
利
水
計
画
に
お
い
て
想
定
し
て
い
た
既
得
水
利
権
需
要
量
に
対
し
て
、
そ
の
後
の

実
績
取
水
量
が
大
き
く
上
回
っ
た
こ
と
が
、
矢
作
ダ
ム
の
利
水
容
量
が
不
足
し
て
い
る
原
因

の
一
つ
で
あ
り
、
渇
水
が
頻
発
す
る
一
因
と
な
っ
て
い
る
。

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

農
水
は
水
利
権
設
定
値
は
雨
を
考
慮
し
な
い
等
も
あ
り
、
水
利
権
量
に
比
べ
て
実
績
取
水
量

が
少
な
い
。
上
工
水
は
将
来
の
水
需
要
の
見
通
し
を
考
慮
し
て
水
利
権
を
設
定
し
て
い
る
た

め
、
水
利
権
量
に
比
べ
て
現
時
点
で
の
実
績
取
水
量
は
少
な
い
。

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

常
に
古
川
の
水
利
権
8m
3/
sを
維
持
で
き
る
よ
う
な
施
設
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

第
2回
住
民
懇
談
会
（
西
尾
）

言
わ
れ
た
も
の
は
全
て
分
派
の
上
流
で
あ
り
、
分
派
の
下
流
で
は
本
川
に
水
利
権
が
な
い
の

で
、
吉
良
頭
首
工
で
水
を
止
め
な
い
で
、
古
川
へ
も
っ
と
流
し
て
欲
し
い
。

第
2回
住
民
懇
談
会
（
西
尾
）

流
域
の
保
水
機
能
維
持

田
・
畑
・
た
め
池
の
保
全

・
田
、
畑
等
の
宅
地
化
の
進
行

●
矢
作
川
総
合
事
業
の
受
益
地
内
で
は
、
た
め
池
が
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
都
市
化
の
進

展
等
に
伴
い
減
少
し
て
き
て
い
る
。

矢
作
川
水
系
河
川
整
備
計
画

治 水 利 水

○

分
類

地
域
部
会

根
拠

委
員
会
等
の
意
見

問
題
点

（
キ
ー
ワ
ー
ド
）

課
題

短
期

課
題

水
利
用
の
情
報
提
供

・
水
利
用
の
増
加

・
取
水
制
限
の
頻
発

・
取
水
実
態
の
把
握

・
矢
作
古
川
で
の
水
利
権
確
保

河
川
水
の
適
正
な
利
用

危
機
管
理

流
出
抑
制
の
た
め
の
森
林
の
保
水
機

能
の
維
持

利
水
安
全
度
の
低
下
、
渇
水
対
応

利
水
安
全
度
の
向
上

○

・
森
林
の
荒
廃

●

適
正
な
森
林
管
理

地
域
防
災
力
の
向
上

・
水
防
団
の
高
齢
化
等
に
よ
る
担
い

手
不
足

・
災
害
に
対
応
す
る
た
め
の
仕
組
み

づ
く
り

●
●

● ●
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大
分
類

小
分
類

山
川

海
下
流
へ
土
砂
供
給
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
河
道
に
お
い
て
は
陸
域
化
や
河
床
低
下
の
回

復
が
望
め
な
い
。
ま
た
、
河
口
域
に
お
い
て
は
干
潟
の
減
少
な
ど
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

第
8
回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 
資
料
-
4

干
潟
は
1
9
9
0
 
年
（
平
成
2
 
年
）
時
点
で
1
,
5
4
9
h
a
 
で
あ
り
、
1
9
7
8
 
年
（
昭
和
5
3
 
年
）
に
比

べ
、
1
0
％
（
1
7
5
h
a
）
程
度
も
減
少
し
た

三
河
湾
流
域
圏
再
生
行
動
計
画

西
浅
井
町
地
内
・
矢
作
川
左
岸
1
3
k
～
1
4
k
内
の
堤
外
民
地
の
買
収
及
び
伐
採
を
し
て
ほ
し

い
。

第
2
回
住
民
懇
談
会
（
西
尾
）

美
矢
井
橋
～
新
幹
線
ま
で
の
樹
木
の
筏
採

第
2
回
住
民
懇
談
会
（
岡
崎
）

1
6
ｋ
～
1
8
ｋ
区
間
、
樹
木
伐
開

第
2
回
住
民
懇
談
会
（
岡
崎
）

中
州
の
樹
木
伐
採
（
2
3
k
付
近
）

第
2
回
住
民
懇
談
会
（
岡
崎
）

樹
木
伐
採
（
3
1
k
付
近
）

第
2
回
住
民
懇
談
会
（
岡
崎
）

河
川
敷
の
小
段
及
び
中
洲
に
立
木
の
伐
採
を
お
願
い
し
た
い
。
S
3
0
～
4
0
年
頃
ま
で
は
ほ
と
ん

ど
立
木
は
な
か
っ
た
が
、
平
成
は
じ
め
よ
り
樹
林
化
が
著
し
い
。

第
2
回
住
民
懇
談
会
（
岡
崎
）

中
州
の
樹
木
の
伐
開

第
2
回
住
民
懇
談
会
（
岡
崎
）

矢
作
川
漁
業
共
同
組
合
が
進
め
て
い
る
竹
林
伐
採
に
よ
る
、
広
葉
樹
河
畔
林
整
備
と
の
整

合
。
（
4
0
k
付
近
）

第
2
回
住
民
懇
談
会
（
豊
田
）

河
川
水
利
用
の
増
加
、
砂
利
採
取
、
ダ
ム
建
設
等
に
伴
い
、
河
川
流
量
や
土
砂
供
給
量
が
減

少
し
た
。
そ
の
結
果
、
砂
州
形
態
が
変
化
し
、
河
道
内
樹
林
化
が
進
行
。

第
8
回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 
資
料
-
4

三
河
湾
で
は
埋
め
立
て
等
に
よ
り
干
潟
・
浅
場
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
ほ
か
、
藻
場
が
減
少
し

て
い
る

矢
作
川
水
系
河
川
整
備
計
画

三
河
湾
の
海
草
藻
場
（
ア
マ
モ
）
は
、
1
9
5
5
 
年
（
昭
和
3
0
 
年
）
頃
に
は
6
,
8
0
0
h
a
 
あ
っ
た

が
、
1
9
7
0
 
年
（
昭
和
4
5
 
年
）
頃
に
は
4
1
0
h
a
 
ま
で
減
少
し
、
1
5
 
年
間
で
約
9
4
％
の
海
草
藻

場
が
失
わ
れ
た

三
河
湾
流
域
圏
再
生
行
動
計
画

吉
良
頭
首
工
（
1
1
k
付
近
）
に
魚
道
を
設
置
し
て
欲
し
い
。

第
2
回
住
民
懇
談
会
（
西
尾
）

生
態
系
の
遡
上
、
降
下
に
支
障
あ
る
工
作
物
の
改
策
を
実
施
し
て
頂
き
た
い
。
（
吉
良
頭
首

工
）

第
2
回
住
民
懇
談
会
（
西
尾
）

藤
井
床
固
工
及
び
古
川
分
派
施
設
の
改
修
工
事
へ
の
配
慮

水
路
内
を
回
遊
魚
が
往
来
す
る
の
に
極
力
支
障
が
な
い
構
造
の
工
夫
。
例
：
増
水
時
の
避
難

場
、
鳥
類
等
の
捕
食
を
低
減
で
き
る
環
境
の
異
質
性
の
確
保
、
遊
泳
力
の
乏
し
い
魚
類
（
カ

ジ
カ
、
ア
ユ
カ
ケ
）
に
も
配
慮

第
2
回
住
民
懇
談
会
（
岡
崎
）

家
下
川
合
流
点
（
2
7
k
）
付
近
、
川
と
の
連
続
性
。
ワ
ン
ド
等
の
再
生
に
よ
り
、
水
辺
の
豊
か

な
生
物
群
集
の
再
生

第
2
回
住
民
懇
談
会
（
豊
田
）

上
流
域
に
も
ア
ユ
が
そ
上
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

第
2
回
住
民
懇
談
会
（
豊
田
）

堰
や
ダ
ム
は
河
川
を
横
断
す
る
工
作
物
で
あ
り
、
魚
類
等
の
生
物
の
移
動
に
と
っ
て
は
障
害

と
な
っ
て
い
る
。

第
8
回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 
資
料
-
4

支
川
の
合
流
点
に
樋
門
、
樋
管
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
段
差
が
生
じ
る
と
、
魚
類
等
の

生
物
に
と
っ
て
本
川
と
支
川
の
移
動
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
。

第
8
回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 
資
料
-
4

流
域
に
は
発
電
等
の
ダ
ム
や
堰
な
ど
が
数
多
く
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
連
続
性
の
分
断

や
流
況
の
変
化
に
よ
る
生
物
の
生
息
環
境
に
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

第
8
回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 
資
料
-
4

水
路
式
の
発
電
で
は
取
水
地
点
か
ら
放
水
地
点
ま
で
の
間
で
減
水
区
間
が
生
じ
、
河
川
環
境

が
悪
化
す
る
場
合
も
生
じ
る

矢
作
川
水
系
河
川
整
備
計
画

河
川
の
連
続
性
で
見
れ
ば
、
ダ
ム
及
び
一
部
の
堰
、
床
固
め
等
河
川
横
断
工
作
物
と
河
床
低

下
が
相
ま
っ
て
回
遊
性
の
魚
類
等
の
移
動
を
阻
害
し
て
い
る
。
ま
た
、
支
川
や
樋
門
・
樋
管

の
合
流
部
に
お
い
て
も
本
川
と
の
落
差
が
大
き
く
、
同
様
に
移
動
を
阻
害
し
て
い
る
場
合
が

あ
る

矢
作
川
水
系
河
川
整
備
計
画

動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境
の
保

全
・
再
生

環 境

○

● ○

分
類

地
域
部
会

根
拠

委
員
会
等
の
意
見

問
題
点

（
キ
ー
ワ
ー
ド
）

課
題

短
期

課
題

川
の
連
続
性
の
確
保

・
土
砂
供
給
の
減
少

・
干
潟
、
ヨ
シ
原
の
減
少
（
0
～

2
.
5
k
）

・
砂
州
の
減
少
（
1
8
.
5
～
2
0
.
5
k
）

・
河
川
横
断
構
造
物
に
よ
る
魚
類
等

の
移
動
阻
害

（
鹿
乗
川
取
水
堰
、
小
島
堰
（
矢
作

古
川
）
、
乙
川
頭
首
工
、
藤
井
床
固

工
、
明
治
用
水
頭
首
工
）

・
減
水
区
間
の
存
在

・
海
草
藻
場
（
ア
マ
モ
）
の
減
少

矢
作
川
ら
し
い
河
川
整
備
の
推
進

干
潟
、
ヨ
シ
原
、
砂
州
の
保
全
・

再
生

河
道
内
樹
木
の
対
策

藻
場
・
浅
場
の
再
生

・
土
砂
供
給
の
減
少

・
樹
林
化
の
進
行

●●

●
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大
分
類

小
分
類

山
川

海
藤
井
床
固
工
及
び
古
川
分
派
施
設
の
改
修
工
事
へ
の
配
慮

矢
作
古
川
の
流
量
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
が
少
な
か
ら
ず
変
化
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
生
息

し
て
い
る
生
物
に
対
す
る
配
慮
が
必
要
。
例
：
稀
少
な
タ
ナ
ゴ
類
が
生
息
し
て
い
る
の
で
そ

の
環
境
に
配
慮
を
。

第
2
回
住
民
懇
談
会
（
岡
崎
）

ダ
ム
の
建
設
等
に
よ
り
下
流
へ
の
土
砂
流
出
が
減
少
し
、
ま
た
、
河
床
の
粗
粒
化
が
進
行
し

て
い
る
。
東
海
豪
雨
以
前
に
は
糸
状
性
付
着
藻
類
の
カ
ワ
シ
オ
グ
サ
が
異
常
繁
茂
し
て
、
魚

類
の
生
息
環
境
が
悪
化
し
た
こ
と
も
あ
る
。

第
8
回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 
資
料
-
4

洪
水
時
に
は
ダ
ム
に
よ
り
洪
水
調
節
を
行
う
こ
と
で
流
域
の
治
水
に
寄
与
し
て
い
る
が
、
一

方
で
、
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
り
、
河
道
内
樹
木
の
繁
茂
や
み
お
筋
の
固
定

化
が
進
ん
で
い
る
。

第
8
回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 
資
料
-
4

河
川
の
自
然
営
力
と
河
川
生
態
系
を
考
慮
し
、
自
然
環
境
の
改
変
を
最
小
に
す
る
河
川
整
備

が
必
要
。
ま
た
、
自
然
環
境
の
復
元
を
目
指
し
、
未
来
に
自
然
の
あ
る
風
景
を
残
す
こ
と
が

必
要
。

調
和
の
と
れ
た
矢
作
川
流
域
圏
の
実
現
に
向
け
て

自
然
を
ど
こ
ま
で
残
す
の
か
、
方
向
性
の
議
論
が
必
要
。

調
和
の
と
れ
た
矢
作
川
流
域
圏
の
実
現
に
向
け
て

洪
水
等
の
自
然
現
象
や
選
択
取
水
設
備
等
の
人
為
操
作
に
よ
る
河
川
へ
の
影
響
検
討
が
必

要
。

調
和
の
と
れ
た
矢
作
川
流
域
圏
の
実
現
に
向
け
て

ダ
ム
の
運
用
に
よ
る
（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
操
作
等
の
弾
力
的
運
用
）
環
境
保
全
方
策
の
検
討
が
必

要
。

調
和
の
と
れ
た
矢
作
川
流
域
圏
の
実
現
に
向
け
て

適
正
な
森
林
管
理

・
人
工
林
の
荒
廃
に
よ
る
生
物
の
生

息
環
境
等
の
劣
化

●
林
業
従
業
者
は
減
少
し
、
人
工
林
の
荒
廃
が
進
み
、
生
物
の
生
息
環
境
等
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
。

第
8
回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 
資
料
-
4

自
然
に
で
き
た
緩
流
の
入
江
（
ワ
ン
ド
）
が
あ
る
の
で
、
こ
の
入
江
の
形
成
さ
れ
た
水
理
条

件
を
崩
さ
な
い
よ
う
に
上
流
側
の
河
原
を
掘
削
す
る
方
法
を
考
え
て
欲
し
い
。
（
4
0
k
付
近
）
第
2
回
住
民
懇
談
会
（
豊
田
）

こ
の
付
近
で
唯
一
の
広
い
礫
の
河
原
な
の
で
、
責
重
な
河
原
の
植
物
が
生
え
て
い
な
い
か
、

事
前
に
よ
く
調
べ
、
そ
の
よ
う
な
植
物
を
保
全
し
な
が
ら
（
中
程
度
の
撹
乱
を
維
持
し
つ

つ
）
掘
削
す
る
方
法
を
開
発
し
て
欲
し
い
。
（
4
0
k
付
近
）

第
2
回
住
民
懇
談
会
（
豊
田
）

矢
作
ダ
ム
に
よ
る
止
水
域
が
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
、
カ
ワ
ヒ
バ
リ
ガ
イ
等
の
外
来
生
物
の
定
着
、

供
給
に
寄
与
し
て
い
る
可
能
性
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
の
で
、
駆
除
に
関
し
て
積
極
的
な
対

応
。

第
2
回
住
民
懇
談
会
（
豊
田
）

直
轄
区
間
の
上
流
や
中
流
部
で
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
や
ブ
ル
ー
ギ
ル
と
い
っ
た
外
来
種
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
植
物
で
は
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
が
繁
茂
し
て
い
る
。
貝
類
と
し
て
は
中
流

部
で
カ
ワ
ヒ
バ
リ
ガ
イ
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

第
8
回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 
資
料
-
4

外
来
種
と
し
て
、
カ
ワ
ヒ
バ
リ
ガ
イ
、
オ
オ
ク
チ
バ
ス
、
ブ
ル
ー
ギ
ル
等
の
魚
介
類
、
セ
イ

タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
や
シ
ナ
ダ
レ
ス
ズ
メ
ガ
ヤ
等
の
植
物
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
河
川
環
境

の
変
化
が
懸
念
さ
れ
る

矢
作
川
水
系
河
川
整
備
計
画

ダ
ム
に
起
因
す
る
問
題
と
し
て
、
カ
ワ
シ
オ
グ
サ
や
オ
オ
カ
ナ
ダ
モ
な
ど
の
付
着
藻
類
や
カ

ワ
ヒ
バ
リ
ガ
イ
等
の
異
常
繁
殖
が
あ
り
、
こ
れ
を
管
理
す
る
に
は
土
木
的
に
対
応
す
る
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る

第
1
2
回
矢
作
川
流
域
委
員
会

公
園
と
し
て
河
川
敷
が
利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
2
1
施
設
存
在
。
人
と
川
と
の
ふ
れ
あ
い
と
自

然
環
境
と
の
共
生
が
課
題
。

第
8
回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 
資
料
-
4

高
水
敷
に
公
園
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
ゴ
ル
フ
場
等
が
整
備
さ
れ
た
た
め
、
植
生
域
が
減
少
。

第
8
回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 
資
料
-
4

矢
作
緑
地
高
遠
前
（
仮
称
）
親
水
空
間
公
園
化
（
5
k
付
近
）
を
計
っ
て
欲
し
い
。

第
2
回
住
民
懇
談
会
（
西
尾
）

西
尾
市
米
津
町
右
岸
、
里
橋
よ
り
下
流
も
親
水
地
域
を
設
け
ら
れ
な
い
か
。

第
2
回
住
民
懇
談
会
（
西
尾
）

河
川
利
用
者
の
安
全
性
の
向
上
、
水
辺
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
含
め
た
施

設
の
利
便
性
の
改
善
等
が
求
め
れ
る

矢
作
川
水
系
河
川
整
備
計
画

動
植
物
の
生
息
・
生
育
環
境
の
保

全
・
再
生

水
辺
へ
の
ふ
れ
あ
い
の
増
進

環 境

●

自
然
に
配
慮
し
た
河
川
空
間
利
用

の
促
進

・
利
用
と
自
然
環
境
の
バ
ラ
ン
ス
調

整

人
と
川
と
の
ふ
れ
あ
い
増
進

●

・
親
水
空
間
の
不
足
（
中
流
）

・
安
全
性
の
向
上
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
促
進
が
求
め
ら
れ
る

・
干
潟
の
減
少
（
イ
カ
ル
チ
ド
リ
）

・
砂
州
の
減
少
（
コ
ア
ジ
サ
シ
）

・
砂
礫
底
の
減
少
（
キ
イ
ロ
ヤ
マ
ト

ン
ボ
）

矢
作
川
を
特
徴
づ
け
る
種
の
生
育

環
境
の
保
全
・
再
生

○
○ ● ●

● ●

分
類

地
域
部
会

根
拠

委
員
会
等
の
意
見

問
題
点

（
キ
ー
ワ
ー
ド
）

課
題

短
期

課
題

・
河
川
の
自
然
営
力
（
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
）
の
減
少

・
澪
筋
の
固
定
化

・
河
床
の
粗
流
化

・
河
川
の
流
砂
量
の
減
少
に
よ
る
大

型
糸
状
緑
藻
（
カ
ワ
シ
オ
グ
サ
）
の

異
常
繁
茂

外
来
種
対
策

川
の
撹
乱
と
更
新
シ
ス
テ
ム
の
再

生

・
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
、
ブ
ル
ー
ギ
ル
の

生
息
（
ダ
ム
湖
、
上
中
流
）

・
カ
ワ
ヒ
バ
リ
ガ
イ
の
生
息
（
中

流
）
・
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
の
繁
茂

・
オ
オ
カ
ナ
ダ
モ
の
繁
茂

●
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大
分
類

小
分
類

山
川

海
子
供
達
が
水
と
ふ
れ
あ
う
広
場
の
整
備
。

第
2回
住
民
懇
談
会
（
西
尾
）

川
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
は
、
人
を
集
め
る
人
づ
く
り
か
ら
始
ま
る
。
多
く
の
人
に
川
に
つ

い
て
考
え
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
情
報
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
情
報
発
信
、
環
境
教
育
・
総
合
学

習
が
必
要
。

調
和
の
と
れ
た
矢
作
川
流
域
圏
の
実
現
に
向
け
て

日
常
の
散
策
以
外
に
も
ス
ポ
ー
ツ
や
水
遊
び
年
間
27
0万
人
も
の
利
用
者
が
あ
る
が
、
水
難
事

故
や
利
用
者
間
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生
し
て
い
る
。

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

明
治
頭
首
工
の
湛
水
域
で
カ
ヌ
ー
大
会
を
開
催
し
た
が
、
水
上
バ
イ
ク
や
ラ
ジ
コ
ン
な
ど
の

問
題
や
苦
情
が
あ
っ
た
。

第
10
回
流
域
委
員
会

近
年
、
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
や
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
の
利
用
が
増
え
、
水
面
利
用
が
多
様
化

し
た
こ
と
に
伴
い
、
迷
惑
（
騒
音
、
危
険
）
行
為
が
増
加
し
、
苦
情
・
事
故
等
が
発
生
し
て

い
る

矢
作
川
水
系
河
川
整
備
計
画

海
へ
の
関
心
の
薄
れ
（
海
の
保
全
に
対
す
る
意
識
）
等
に
よ
り
、
海
岸
利
用
者
の
マ
ナ
ー
の

悪
さ
が
顕
在
化
し
て
い
る

三
河
湾
流
域
圏
再
生
行
動
計
画

砂
浜
へ
の
車
両
の
乗
り
入
れ
が
み
ら
れ
、
他
の
利
用
者
と
の
事
故
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
る

三
河
湾
流
域
圏
再
生
行
動
計
画

海
域
に
お
い
て
は
、
遊
泳
客
や
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
関
係
者
等
の
無
謀
な
行
為
や
不
注
意
等
に

よ
る
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。

三
河
湾
流
域
圏
再
生
行
動
計
画

河
川
利
用
が
進
む
中
、
ゴ
ミ
や
ト
イ
レ
の
問
題
、
車
の
渋
滞
の
ほ
か
、
利
用
者
間
の
競
合
が

顕
在
化
し
、
利
用
に
あ
た
っ
て
の
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
必
要
。

調
和
の
と
れ
た
矢
作
川
流
域
圏
の
実
現
に
向
け
て

水
辺
に
行
け
る
よ
う
な
道
が
欲
し
い
（
怖
く
て
行
け
な
い
）
（
18
k
付
近
）

第
2回
住
民
懇
談
会
（
岡
崎
）

堤
防
及
び
水
辺
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
難
し
い
箇
所
も
あ
る
。

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

人
が
海
岸
へ
近
づ
き
や
す
く
し
、
人
と
海
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
確
保
す
る
た
め
、
既
存
の

砂
浜
の
保
全
・
再
生
や
海
岸
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
港
湾
区
域
に
お
い
て

は
、
物
流
・
産
業
機
能
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
海
に
親
し
め
る
場
を
創
出
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

三
河
湾
流
域
圏
再
生
行
動
計
画

矢
作
川
ら
し
い
景
観
の
維
持
・
創

出
・
砂
州
の
減
少

・
干
潟
・
ヨ
シ
原
の
減
少

●
矢
作
川
の
特
徴
で
あ
る
砂
州
や
河
口
の
干
潟
・
ヨ
シ
原
が
減
少
す
る
等
、
か
つ
て
の
自
然
や

景
観
が
消
失
し
つ
つ
あ
る

矢
作
川
水
系
河
川
整
備
計
画

名
鉄
鉄
橋
の
下
流
残
骸
の
撤
去
（
23
k付
近
）

第
2回
住
民
懇
談
会
（
岡
崎
）

名
鉄
電
車
の
下
巾
残
骸
の
撤
去
。

第
2回
住
民
懇
談
会
（
岡
崎
）

河
畔
の
竹
林
が
密
生
し
て
い
る
の
で
、
豊
田
ス
タ
ジ
ア
ム
の
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
低
水
路
の
水

面
が
見
え
な
く
て
困
る
。

第
2回
住
民
懇
談
会
（
豊
田
）

船
舶
の
不
法
係
留
や
車
両
な
ど
の
不
法
放
置
、
ゴ
ミ
や
汚
物
の
不
法
投
棄
、
落
書
き
な
ど
が

見
ら
れ
、
景
観
を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
悪
臭
、
保
安
、
処
理
費
用
な
ど
の
問
題
が
発
生
し

て
い
る
。

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

海
岸
利
用
者
等
に
よ
る
海
岸
へ
の
放
置
ゴ
ミ
や
陸
域
か
ら
の
流
入
ゴ
ミ
等
の
散
乱
が
、
海
岸

の
生
態
系
や
景
観
、
そ
し
て
海
岸
利
用
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

三
河
湾
流
域
圏
再
生
行
動
計
画

漂
着
ご
み
で
は
、
近
年
、
河
川
等
か
ら
流
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
流
木
が
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
特
に
大
雨
、
豪
雨
の
あ
と
大
量
に
河
川
か
ら
海
域
へ
流
入
し
、
海
岸
保
全
施
設
・
港
湾

機
能
・
小
型
船
舶
の
航
行
・
景
観
及
び
親
水
空
間
・
漁
業
に
及
ぼ
す
影
響
が
発
生
し
て
い

る
。

三
河
湾
流
域
圏
再
生
行
動
計
画

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
不
法
係
留
（
放
置
艇
問
題
）
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

三
河
湾
流
域
圏
再
生
行
動
計
画

水
辺
へ
の
ふ
れ
あ
い
の
増
進

環 境
●

●
●

●●

水
辺
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上

・
堤
防
及
び
水
辺
へ
の
ア
ク
セ
ス
の

改
善

利
用
マ
ナ
ー
の
向
上

・
水
上
バ
イ
ク
や
ラ
ジ
コ
ン
の
ト
ラ

ブ
ル
（
明
治
用
水
頭
首
工
）

・
海
へ
の
関
心
の
薄
れ

・
砂
浜
へ
の
車
両
乗
り
入
れ

・
遊
泳
者
や
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
関
係

者
の
無
謀
な
行
為

良
好
な
景
観
の
維
持
、
形
成

景
観
阻
害
要
因
の
除
去

・
ゴ
ミ
や
汚
物
の
不
法
投
棄

・
家
電
製
品
の
不
法
投
棄

・
船
舶
の
不
法
係
留
、
車
両
の
不
法

放
置

・
河
道
内
樹
木
に
よ
る
眺
望
阻
害

・
流
木
の
河
川
等
へ
の
流
出

子
ど
も
た
ち
の
身
近
な
自
然
と
の

触
れ
あ
い
機
会
の
創
出

・
川
と
の
触
れ
合
い
の
場
が
不
充
分

・
環
境
教
育
の
場
と
し
て
の
活
用
が

不
充
分

●●
●

●

分
類

地
域
部
会

根
拠

委
員
会
等
の
意
見

問
題
点

（
キ
ー
ワ
ー
ド
）

課
題

短
期

課
題

●
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大
分
類

小
分
類

山
川

海
干
潟
の
減
少
、
自
浄
作
用
低
下
、
漁
獲
量
の
減
少
や
ア
オ
サ
の
発
生
と
い
っ
た
海
域
で
の
水

質
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。

第
8
回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 
資
料
-
4

毎
年
赤
潮
が
多
発
し
て
お
り
、
冬
期
に
は
養
殖
の
り
の
色
落
ち
を
引
き
起
こ
し
、
夏
期
に
は

貧
酸
素
水
塊
の
要
因
と
な
る
な
ど
、
大
き
な
被
害
を
与
え
て
い
る

矢
作
川
水
系
河
川
整
備
計
画

矢
作
川
水
系
で
は
6
 
件
の
水
質
事
故
が
発
生
（
う
ち
5
 
件
が
油
類
の
流
出
）
し
て
い
る
。

三
河
湾
流
域
圏
再
生
行
動
計
画

三
河
湾
の
赤
潮
発
生
件
数
は
1
9
9
5
 
年
～
2
0
0
4
 
年
に
か
け
て
平
均
2
2
.
7
 
件
／
年
で
あ
り
、
伊

勢
湾
内
で
は
三
河
湾
に
お
け
る
赤
潮
発
生
件
数
が
非
常
に
多
い

三
河
湾
流
域
圏
再
生
行
動
計
画

経
年
的
な
比
較
は
難
し
い
が
、
苦
潮
は
近
年
で
も
5
～
1
0
 
回
程
度
確
認
さ
れ
て
お
り
（
図
2
-

1
3
）
、
2
0
0
6
年
（
平
成
1
8
 
年
）
9
 
月
に
は
最
大
規
模
の
苦
潮
が
発
生
し
た
。
苦
潮
は
、
景
観

の
悪
化
や
漁
業
被
害
、
浅
海
域
に
生
息
す
る
海
域
生
物
に
致
命
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
が

あ
る
。

三
河
湾
流
域
圏
再
生
行
動
計
画

矢
作
古
川
の
水
の
浄
化
、
水
が
澄
ん
だ
魚
の
住
め
る
川
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

第
2
回
住
民
懇
談
会
（
西
尾
）

支
川
の
水
質
は
悪
く
、
流
入
す
る
本
川
の
水
質
に
も
影
響
す
る
た
め
、
支
川
の
水
質
も
考
慮

す
べ
き
。

第
8
回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 
資
料
-
4

鹿
乗
川
、
乙
川
等
の
支
川
は
、
依
然
と
し
て
汚
濁
負
荷
量
が
高
い

矢
作
川
水
系
河
川
整
備
計
画

下
水
道
整
備
に
よ
る
河
川
へ
の
水
量
の
減
少

市
民
会
議
準
備
会

上
流
域
で
の
合
併
浄
化
槽
の
普
及

第
2
回
住
民
懇
談
会
（
豊
田
）

矢
作
川
流
域
の
汚
水
処
理
施
設
整
備
率
は
平
均
で
約
6
4
％
だ
が
、
全
国
平
均
（
7
7
.
7
％
）
と

比
べ
る
と
低
く
、
ま
た
、
流
域
内
市
町
村
の
間
で
の
格
差
が
大
き
い
。

第
8
回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 
資
料
-
4

大
腸
菌
群
数
は
環
境
基
準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
水
質
改
善
の
た
め
の
対
策
が
必
要
。

第
8
回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 
資
料
-
4

下
水
道
処
理
人
口
普
及
率
は
5
9
.
0
％
で
あ
り
､
東
京
湾
や
大
阪
湾
の
約
9
0
％
に
比
べ
大
幅
に
低

く
、
全
国
平
均
の
6
9
.
3
％
も
下
回
っ
て
い
る

三
河
湾
流
域
圏
再
生
行
動
計
画

三
河
湾
流
域
圏
の
市
町
村
の
う
ち
、
豊
橋
市
、
岡
崎
市
及
び
刈
谷
市
は
合
流
式
下
水
道
を
採

用
し
て
い
る
が
、
近
年
、
雨
天
時
未
処
理
放
流
水
に
よ
る
放
流
先
で
の
水
質
の
悪
化
、
水
利

用
者
に
対
す
る
景
観
・
公
衆
衛
生
及
び
生
態
系
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

三
河
湾
流
域
圏
再
生
行
動
計
画

河
川
の
水
質
改
善
を
図
る
下
水
道
整
備
や
、
農
業
用
水
等
の
取
水
に
よ
る
河
川
流
量
の
減
少

や
、
河
川
環
境
に
与
え
る
影
響
の
検
討
が
必
要
。
な
お
、
環
境
に
対
す
る
農
業
の
マ
イ
ナ
ス

イ
ン
パ
ク
ト
だ
け
で
な
く
、
森
林
や
農
地
等
の
プ
ラ
ス
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
の
評
価
も
必

要
。

調
和
の
と
れ
た
矢
作
川
流
域
圏
の
実
現
に
向
け
て

き
れ
い
な
水
と
豊
か
な
水
量
を
確
保
す
る
た
め
、
利
水
者
も
含
め
た
関
係
者
の
合
意
形
成
が

必
要
。

調
和
の
と
れ
た
矢
作
川
流
域
圏
の
実
現
に
向
け
て

上
流
域
は
森
林
荒
廃
が
激
し
く
、
森
林
保
全
（
治
山
、
治
水
、
育
林
等
）
に
苦
慮
し
て
い

る
。

第
2
回
行
政
連
絡
会

矢
作
ダ
ム
の
冷
濁
水
放
流
及
び
長
期
化
に
よ
り
、
下
流
河
道
の
河
川
環
境
や
水
質
に
支
障
が

出
て
い
る
。

第
8
回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 
資
料
-
4

ダ
ム
湖
内
に
窒
素
、
リ
ン
が
流
入
す
る
こ
と
か
ら
、
富
栄
養
化
の
恐
れ
も
あ
る
。

第
8
回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 
資
料
-
4

ダ
ム
と
河
川
に
お
け
る
濁
水
対
策
の
検
討
が
必
要
。

調
和
の
と
れ
た
矢
作
川
流
域
圏
の
実
現
に
向
け
て

ダ
ム
の
堆
砂
、
流
入
す
る
土
砂
処
理
対
策
の
検
討
が
必
要
。

調
和
の
と
れ
た
矢
作
川
流
域
圏
の
実
現
に
向
け
て

良
好
な
水
質
の
維
持

環 境

・
支
川
（
矢
作
古
川
、
鹿
乗
川
、
乙

川
等
）
の
水
質
が
悪
い

・
河
川
へ
の
水
量
減
少
（
下
水
道
整

備
な
ど
）

ダ
ム
湖
内
対
策
（
冷
濁
水
対
策
、

土
砂
流
出
対
策
）

・
上
流
域
の
森
林
荒
廃
（
山
腹
崩
壊

等
に
よ
る
流
出
土
砂
が
多
い
）

・
冷
濁
水
放
流
の
長
期
化

・
富
栄
養
化
の
恐
れ

流
域
対
策
の
推
進
（
排
出
負
荷
の

削
減
）

・
合
併
浄
化
槽
の
整
備
が
不
充
分

（
上
流
）

・
汚
水
処
理
施
設
の
整
備
率
が
低
い

（
全
国
よ
り
－
1
3
％
）

・
大
腸
菌
群
数
が
環
境
基
準
を
未
達

成 ・
下
水
道
処
理
人
口
普
及
率
が
低
い

（
全
国
よ
り
－
1
0
％
）

・
閉
鎖
性
の
強
い
水
域

・
生
活
排
水
や
産
業
排
水
に
よ
る
流

入
負
荷

・
赤
潮
の
発
生

・
ア
オ
サ
の
発
生

・
苦
潮
の
発
生

○●

○

○

●
●

分
類

地
域
部
会

根
拠

委
員
会
等
の
意
見

問
題
点

（
キ
ー
ワ
ー
ド
）

課
題

短
期

課
題

三
河
湾
に
お
け
る
水
質
保
全
対
策

流
入
河
川
、
支
川
の
水
質
浄
化
対

策
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大
分
類

小
分
類

山
川

海
下
流
の
問
題
に
重
点
が
置
か
れ
、
上
流
に
対
し
て
は
意
識
が
低
い
と
感
じ
る
。

住
民
説
明
会
（
恵
那
市
串
原
）

矢
作
川
に
お
け
る
流
域
圏
内
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
。

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

森
林
管
理
と
い
う
視
点
か
ら
、
上
流
の
森
林
保
全
に
下
流
が
支
援
し
取
り
組
む
結
束
が
必
要

で
あ
り
、
行
政
、
地
域
住
民
、
NP
Oと
の
相
互
協
力
や
、
流
域
住
民
の
参
加
を
促
す
よ
う
な
組

織
づ
く
り
（
勉
強
会
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
）
が
必
要
。

調
和
の
と
れ
た
矢
作
川
流
域
圏
の
実
現
に
向
け
て

河
川
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
河
川
に
対
す
る
愛
着
が
わ
き
、
き
れ
い
な
川
の
維
持
に
つ
な

が
る
住
民
参
加
を
促
す
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
あ
わ
せ
て
利
用
者
の
交
流
を
深
め
る
行
政
や

市
民
レ
ベ
ル
の
様
々
な
上
下
流
連
携
が
必
要
。

調
和
の
と
れ
た
矢
作
川
流
域
圏
の
実
現
に
向
け
て

流
域
内
の
生
徒
、
先
生
、
住
民
等
が
上
下
流
の
自
然
を
体
験
し
、
自
然
環
境
の
保
全
に
向
け

た
上
下
流
連
携
出
来
る
よ
う
な
流
域
圏
一
体
の
交
流
が
必
要
。

調
和
の
と
れ
た
矢
作
川
流
域
圏
の
実
現
に
向
け
て

住
民
参
加
型
に
よ
る
親
水
性
の
向
上
化
へ
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
が
､点
的
な
水
辺
空
間

整
備
で
あ
り
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
等
と
連
動
し
た
面
的
な
広
が
り
に
な
っ
て
い
な
い
の
が

実
態
で
あ
る
。

三
河
湾
流
域
圏
再
生
行
動
計
画

川
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
、
き
れ
い
な
水
や
豊
か
な
水
量
の
確
保
と
合
わ
せ
、
個
々
の
行
政

レ
ベ
ル
で
の
つ
な
が
り
や
、
流
域
全
体
の
つ
な
が
り
が
必
要
。
こ
の
た
め
、
川
を
縦
断
的
、

横
断
的
に
つ
な
ぐ
こ
と
を
意
識
的
に
考
え
る
と
と
も
に
、
よ
り
大
き
な
輪
に
な
る
よ
う
に
広

げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

調
和
の
と
れ
た
矢
作
川
流
域
圏
の
実
現
に
向
け
て

水
辺
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

・
連
続
性
の
あ
る
遊
歩
道
の
整
備
が

不
充
分

●
連
続
性
の
あ
る
遊
歩
道
等
の
整
備
。

第
2回
住
民
懇
談
会
（
西
尾
）

天
端
を
利
用
し
た
道
路
整
備
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

第
2回
住
民
懇
談
会
（
西
尾
）

堤
防
上
の
道
路
が
、
車
両
通
行
OK
だ
が
、
道
路
巾
が
狭
く
て
危
険
。

第
2回
住
民
懇
談
会
（
岡
崎
）

堤
防
天
端
の
兼
用
道
路
化
に
伴
い
、
通
過
交
通
に
よ
り
天
端
に
ク
ラ
ッ
ク
が
発
生
。

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

堤
防
上
の
兼
用
道
路
は
約
55
km
 あ
り
、
一
般
交
通
の
渋
滞
発
生
時
に
は
緊
急
の
交
通
確
保
が

困
難
と
な
る
等
、
河
川
巡
視
や
水
防
活
動
の
支
障
に
な
っ
て
い
る

矢
作
川
水
系
河
川
整
備
計
画

流
域
の
自
然
環
境
が
変
化
し
て
い
る
。
浮
世
絵
に
描
か
れ
る
よ
う
な
歴
史
的
景
観
を
残
す
維

持
管
理
が
こ
れ
か
ら
は
、
必
要
で
な
い
か
。

第
2回
住
民
懇
談
会
（
岡
崎
）

豊
田
市
久
保
町
児
ノ
口
公
園
の
西
側
が
昔
、
矢
作
川
の
堤
防
だ
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
。

「
桜
堤
防
」
と
地
方
で
は
言
っ
て
い
る
。
今
後
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
財
産
を
保
存
す
る
こ
と

は
計
画
さ
れ
て
い
る
か
。

第
2回
住
民
懇
談
会
（
豊
田
）

川
に
ま
つ
わ
る
伝
統
行
事
の
維

持
・
継
承

・
竜
宮
大
社
の
祭
事
の
継
続
が
懸
念

（
淵
の
保
全
）

●

小
島
の
竜
宮
大
社
の
祭
事
に
支
障
と
な
ら
な
い
よ
う
に
渕
の
確
保
が
出
来
る
よ
う
に
分
派
北

の
放
水
路
を
考
え
て
頂
き
た
い
。

第
2回
住
民
懇
談
会
（
西
尾
）

地 域 活 性 化

地
域
間
交
流
の
推
進

ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携

地
域
固
有
の
歴
史
・
文
化
を
活
か
し

た
川
づ
く
り

・
通
過
交
通
に
よ
り
ク
ラ
ッ
ク
発
生

・
狭
く
て
危
険

・
渋
滞
時
で
は
、
緊
急
の
交
通
確
保

が
困
難

●

・
ま
ち
づ
く
り
と
川
づ
く
り
の
つ
な

が
り
不
足

・
浮
世
絵
に
描
か
れ
る
よ
う
な
歴
史

的
景
観
の
維
持
・
保
全
す
る
取
組
み

の
不
足

・
上
流
へ
の
意
識
の
低
さ

・
流
域
住
民
の
参
加
を
促
す
取
組
み

が
不
足

●

●●

分
類

地
域
部
会

根
拠

委
員
会
等
の
意
見

問
題
点

（
キ
ー
ワ
ー
ド
）

課
題

短
期

課
題

河
川
管
理
用
通
路
の
活
用

歴
史
的
資
産
、
景
観
の
保
全
・
活

用上
下
流
交
流
の
推
進

ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ
た
河

川
環
境
整
備

●●
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大
分
類

小
分
類

山
川

海
平
成
12
年
の
災
害
で
山
崩
れ
が
多
か
っ
た
の
は
全
伐
し
て
15
年
前
後
の
箇
所
で
あ
っ
た
。

切
っ
た
木
に
補
助
金
を
つ
け
る
の
に
加
え
、
残
し
た
木
に
補
助
金
を
つ
け
る
よ
う
な
方
法
が

取
れ
な
い
か
。
災
害
の
低
減
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

住
民
説
明
会
（
根
羽
村
）

森
林
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
荒
廃
し
た
民
有
林
を
保
安
林
に
指
定
し
、
間
伐
・
除
伐
に
公
金

を
投
入
す
る
制
度
（
地
域
防
災
対
策
総
合
治
山
事
業
）
も
あ
る
が
、
保
安
林
指
定
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
行
為
に
制
限
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
民
有
林
に
対
す
る
助
成
制
度
や
公
的
支
援
の

見
直
し
な
ど
、
抜
本
的
な
対
策
が
必
要
。

調
和
の
と
れ
た
矢
作
川
流
域
圏
の
実
現
に
向
け
て

上
流
で
は
過
疎
と
な
り
山
の
手
入
れ
が
で
き
な
い
状
況
。
下
流
で
は
上
流
の
問
題
を
考
え
て

欲
し
い
。
矢
作
川
水
源
基
金
が
あ
る
が
、
県
が
違
う
こ
と
に
よ
り
、
長
野
県
ま
で
回
っ
て
こ

な
い
の
が
現
状
。

住
民
説
明
会
（
根
羽
村
）

森
林
整
備
・
管
理
に
は
多
く
の
費
用
が
か
か
る
。
基
金
等
の
弾
力
的
運
用
（
下
流
域
の
協

力
、
県
境
・
行
政
の
枠
組
み
を
越
え
た
基
金
の
運
用
、
基
金
の
使
い
道
）
を
図
る
た
め
、
基

金
の
拡
大
・
充
実
が
必
要
。

調
和
の
と
れ
た
矢
作
川
流
域
圏
の
実
現
に
向
け
て

水
源
涵
養
を
進
め
る
上
で
、
上
・
中
・
下
流
域
の
住
民
負
担
な
ど
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

森
林
管
理
と
い
う
視
点
か
ら
、
上
流
の
森
林
保
全
に
下
流
が
支
援
し
取
り
組
む
結
束
が
必
要

で
あ
り
、
行
政
、
地
域
住
民
、
NP
Oと
の
相
互
協
力
や
、
流
域
住
民
の
参
加
を
促
す
よ
う
な
組

織
づ
く
り
（
勉
強
会
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
）
が
必
要
。

調
和
の
と
れ
た
矢
作
川
流
域
圏
の
実
現
に
向
け
て

森
林
保
全
に
つ
な
が
る
河
川
整
備
に
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

第
2回
住
民
懇
談
会
（
岡
崎
）

こ
れ
ま
で
自
分
た
ち
で
治
山
等
を
行
っ
て
き
た
が
、
現
状
を
分
析
し
、
ど
こ
を
助
け
た
ら
よ

い
か
を
明
ら
か
に
し
て
欲
し
い
。

住
民
説
明
会
（
根
羽
村
）

伐
採
し
た
木
材
が
流
木
と
な
っ
て
下
流
へ
流
下
し
な
い
よ
う
努
力
を
し
て
い
る
が
、
林
野
庁

の
補
助
だ
け
で
は
不
足
し
て
い
る
。

住
民
説
明
会
（
根
羽
村
）

国
土
交
通
省
の
工
事
で
は
流
域
の
木
材
を
利
用
す
る
等
の
対
応
を
し
て
欲
し
い
。

住
民
説
明
会
（
根
羽
村
）

森
林
経
営
の
不
振
に
伴
い
、
間
伐
等
の
維
持
管
理
が
、
適
切
に
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え

ず
、
山
地
崩
壊
、
流
木
発
生
の
原
因
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

森
林
の
荒
廃
に
よ
る
洪
水
時
の
土
砂
流
出
、
流
木
の
増
加
等
に
よ
る
河
川
へ
の
悪
影
響
が
懸

念
。

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

戦
後
の
針
葉
樹
の
植
林
に
よ
り
、
生
物
等
の
生
息
環
境
が
創
出
さ
れ
た
が
、
広
葉
樹
に
比
べ

て
土
壌
の
保
持
力
が
弱
く
、
適
切
な
管
理
を
怠
る
と
土
壌
が
流
出
し
や
す
い
。

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

上
流
域
は
森
林
荒
廃
が
激
し
く
、
森
林
保
全
（
治
山
、
治
水
、
育
林
等
）
に
苦
慮
し
て
い

る
。

第
2回
行
政
連
絡
会

標
高
50
0m
 
よ
り
上
流
で
は
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
人
工
林
及
び
落
葉
広
葉
樹
林
が
分
布
す
る
山
地

が
広
が
っ
て
い
る
が
、
人
工
林
は
間
伐
が
不
十
分
で
あ
り
荒
廃
が
進
ん
で
い
る
箇
所
が
あ

る
。

矢
作
川
水
系
河
川
整
備
計
画

農
業
の
振
興

・
中
州
に
お
け
る
カ
ラ
ス
の
生
息

（
中
流
）

●
●

川
の
中
の
島
に
カ
ラ
ス
の
住
か
に
な
っ
て
い
る
―
カ
ラ
ス
の
大
群
発
生
・
・
・
農
作
物
に
被

害
が
出
て
い
る
こ
と
も
考
慮
し
て
欲
し
い
。

第
2回
住
民
懇
談
会
（
岡
崎
）

ア
カ
ガ
イ
は
､三
河
湾
の
水
深
5～
15
ｍ
の
泥
質
の
海
域
に
生
息
し
て
い
る
が
､漁
獲
量
は
貧
酸

素
水
塊
面
積
が
拡
大
し
た
19
7
0 
年
代
に
激
減
し
、
19
79
 年
以
降
は
ほ
と
ん
ど
獲
れ
な
く

な
っ
て
い
る
。

三
河
湾
流
域
圏
再
生
行
動
計
画

ナ
マ
コ
類
は
三
河
湾
の
湾
口
よ
り
磯
周
辺
に
生
息
し
、
稚
ナ
マ
コ
は
潮
間
帯
か
ら
水
深
5ｍ
に

分
布
し
、
成
長
す
る
に
連
れ
て
深
み
に
移
動
す
る
が
、
ナ
マ
コ
類
の
漁
獲
量
は
19
50
 年
代
後

半
か
ら
19
7
0 
年
半
ば
に
か
け
て
減
少
し
て
い
る

三
河
湾
流
域
圏
再
生
行
動
計
画

湾
内
を
中
心
に
分
布
す
る
貝
類
や
エ
ビ
・
カ
ニ
類
な
ど
の
多
く
は
、
漁
獲
量
が
長
・
中
期
的

に
減
少
し
て
お
り
、
ガ
ザ
ミ
、
ハ
マ
グ
リ
等
の
資
源
水
準
も
低
下
し
た
と
考
え
ら
れ
、
内
湾

環
境
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

三
河
湾
流
域
圏
再
生
行
動
計
画

●

・
ア
カ
ガ
イ
の
激
減

・
ナ
マ
コ
類
の
減
少

・
貝
類
、
エ
ビ
・
カ
ニ
類
の
減
少

・
ア
ユ
の
そ
上
阻
害
（
上
流
）

漁
業
の
振
興

第
2回
住
民
懇
談
会
（
豊
田
）

上
流
域
に
も
ア
ユ
が
そ
上
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

●
●

地 域 活 性 化

産
業
の
振
興

・
林
業
経
営
不
振
、
林
業
従
事
者
の

減
少
・
森
林
の
荒
廃

・
流
域
連
携
に
よ
る
仕
組
み
づ
く
り

・
助
成
制
度
や
公
的
支
援
の
見
直
し

●

分
類

地
域
部
会

根
拠

委
員
会
等
の
意
見

問
題
点

（
キ
ー
ワ
ー
ド
）

課
題

短
期

課
題

林
業
の
振
興

●
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大
分
類

小
分
類

山
川

海
適
正
な
治
山
対
策

・
流
出
土
砂
の
発
生

○
地
表
の
花
崗
岩
は
マ
サ
化
し
崩
壊
し
や
す
い
特
徴
を
有
し
て
お
り
、
山
腹
崩
壊
等
に
よ
る
流

出
土
砂
が
多
い
。

矢
作
川
水
系
河
川
整
備
計
画

伐
採
し
た
木
材
が
流
木
と
な
っ
て
下
流
へ
流
下
し
な
い
よ
う
努
力
を
し
て
い
る
が
、
林
野
庁

の
補
助
だ
け
で
は
不
足
し
て
い
る
。

住
民
説
明
会
（
根
羽
村
）

国
が
水
源
地
の
こ
と
を
考
え
る
と
い
う
姿
勢
は
う
れ
し
い
。
こ
れ
ま
で
自
分
た
ち
で
治
山
等

を
行
っ
て
き
た
が
、
現
状
を
分
析
し
、
ど
こ
を
助
け
た
ら
よ
い
か
を
明
ら
か
に
し
て
欲
し

い
。
河
川
沿
い
の
樹
種
の
研
究
も
あ
わ
せ
て
行
い
、
川
を
守
る
樹
林
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て

欲
し
い

住
民
説
明
会
（
根
羽
村
）

漂
着
ご
み
で
は
、
近
年
、
河
川
等
か
ら
流
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
流
木
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
三
河
湾
流
域
圏
再
生
行
動
計
画

完
成
後
３
２
年
間
で
、
計
画
堆
砂
量
の
95
%が
堆
砂
し
、
有
効
容
量
が
減
少
し
た
た
め
、
利

水
・
洪
水
調
節
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
流
域
全
体
の
対
策
が
必
要
に
な
っ
て
い

る
。

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

下
流
へ
土
砂
供
給
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
河
道
に
お
い
て
は
陸
域
化
や
河
床
低
下
の
回

復
が
望
め
な
い
な
ど
の
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
河
口
域
に
お
い
て
は
干
潟
の
減
少
な

ど
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

河
床
低
下
を
抑
制
す
る
帯
工
等
の
設
置
に
よ
る
、
矢
作
ダ
ム
へ
の
流
入
土
砂
量
の
抑
制
。

住
民
説
明
会
（
根
羽
村
）

計
画
堆
砂
量
に
近
い
堆
砂
が
進
ん
で
い
る
と
共
に
、
有
効
貯
水
容
量
内
へ
の
堆
砂
が
あ
り
、

こ
れ
が
有
効
貯
水
容
量
の
減
少
を
招
い
て
い
る

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

平
成
19
 年
（
20
07
）
度
時
点
で
計
画
堆
砂
量
に
対
す
る
堆
砂
量
の
割
合
が
約
10
3％
と
な
っ

て
い
る
。

矢
作
川
水
系
河
川
整
備
計
画

堆
砂
量
は
計
画
堆
砂
容
量
に
対
し
て
約
10
3％
に
達
し
て
お
り
、
堆
砂
の
一
部
は
貯
水
池
上
流

に
堆
積
し
有
効
貯
水
容
量
の
一
部
を
侵
し
て
い
る
。

矢
作
川
水
系
河
川
整
備
計
画

ダ
ム
が
で
き
て
土
砂
が
こ
な
く
な
り
樹
林
化
が
進
ん
だ
。

第
2回
住
民
懇
談
会
（
岡
崎
）

近
年
は
河
床
材
料
の
粗
粒
化
、
砂
州
の
固
定
化
、
樹
林
化
が
進
行
し
て
い
る
。

矢
作
川
水
系
河
川
整
備
計
画

ダ
ム
湖
等
へ
の
流
入
土
砂
の
堆
積
に
よ
り
、
下
流
河
川
へ
の
供
給
土
砂
量
の
減
少
が
、
河
床

低
下
の
原
因
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

土
砂
の
排
出
に
よ
り
漁
業
被
害
が
三
河
湾
で
発
生
し
た
場
合
、
ど
う
す
る
の
か
。

住
民
説
明
会
（
恵
那
市
串
原
）

近
年
は
河
口
干
潟
の
減
少
等
が
進
行
し
て
い
る
。

矢
作
川
水
系
河
川
整
備
計
画

河
川
内
の
雑
木
を
可
能
な
限
り
、
流
水
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

第
2回
住
民
懇
談
会
（
西
尾
）

高
水
敷
の
草
刈
り
を
し
て
ほ
し
い
。
（
河
川
敷
10
m位
）

第
2回
住
民
懇
談
会
（
西
尾
）

堤
防
の
草
刈
の
回
数
を
増
や
し
て
欲
し
い
。

第
2回
住
民
懇
談
会
（
岡
崎
）

自
然
環
境
も
大
事
で
あ
る
が
、
川
の
中
の
島
に
カ
ラ
ス
の
住
か
に
な
っ
て
い
る
。

第
2回
住
民
懇
談
会
（
岡
崎
）

樹
林
化
が
進
行
し
、
河
道
内
の
至
る
所
で
樹
木
が
繁
茂
し
、
洪
水
流
下
の
阻
害
と
な
る
と
と

も
に
、
洪
水
時
に
流
出
し
た
場
合
、
下
流
の
構
造
物
に
被
害
を
及
ぼ
す
懸
念
が
あ
る
。

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

密
林
状
態
に
繁
茂
し
た
樹
木
は
不
法
投
棄
の
温
床
に
な
り
え
る
。

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

河
畔
の
竹
林
が
密
生
し
て
い
る
の
で
、
豊
田
ス
タ
ジ
ア
ム
の
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
低
水
路
の
水

面
が
見
え
な
く
て
困
る
。

第
2回
住
民
懇
談
会
（
豊
田
）

樋
門
・
樋
管
周
辺
の
沈
下
等
に
よ
り
、
樋
管
と
堤
防
と
の
間
に
空
洞
や
水
み
ち
が
形
成
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
、
適
切
な
維
持
管
理
が
必
要
で
あ
る
。

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

洪
水
流
下
の
阻
害
要
因
に
な
り
う
る
柳
枝
工
護
岸
の
維
持
管
理

第
8回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 資
料
-4

堤
防
道
路
の
適
正
管
理

・
渋
滞
時
で
は
、
緊
急
の
交
通
確
保

が
困
難

○
堤
防
上
の
兼
用
道
路
は
約
55
km
 あ
り
、
一
般
交
通
の
渋
滞
発
生
時
に
は
緊
急
の
交
通
確
保
が

困
難
と
な
る
等
、
河
川
巡
視
や
水
防
活
動
の
支
障
に
な
っ
て
い
る
。

矢
作
川
水
系
河
川
整
備
計
画

維 持 管 理

河
川
管
理
施
設
の
適
正
管
理

・
河
川
管
理
施
設
の
劣
化

○

○

分
類

地
域
部
会

根
拠

委
員
会
等
の
意
見

問
題
点

（
キ
ー
ワ
ー
ド
）

課
題

短
期

課
題

樹
木
の
適
正
管
理

河
道
安
定
化
対
策

適
正
な
土
砂
管
理

総 合 土 砂 管 理

海
域
環
境
や
漁
場
環
境
の
保
全

土
砂
・
流
木
被
害
の
軽
減

適
正
な
森
林
管
理

矢
作
ダ
ム
堆
砂
対
策

産
卵
床
や
干
潟
・
浅
場
、
漁
場
の
減

少
等
生
息
環
境
へ
の
影
響

・
土
砂
に
よ
る
漁
業
被
害
へ
の
影
響

・
河
口
干
潟
の
減
少

・
堆
砂
の
進
行

・
矢
作
ダ
ム
へ
の
流
入
土
砂
の
増
加

・
樹
林
化
の
進
行

河
道
管
理

河
川
管
理
施
設
管
理

○

・
専
門
的
知
識
の
不
足

・
森
林
の
荒
廃

・
流
木
の
発
生

●

○●
●

●

・
土
砂
に
よ
る
樹
林
化
、
河
床
低
下

等
の
河
道
へ
の
影
響

○

● ●
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大
分
類

小
分
類

山
川

海
東
海
豪
雨
の
際
、
大
量
の
流
木
が
流
入
（
捕
捉
）
し
た

第
8
回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 
資
料
-
4

土
砂
流
出
・
流
木
・
濁
水
の
長
期
化
等
を
軽
減

矢
作
川
水
系
河
川
整
備
計
画

許
可
工
作
物
の
管
理

許
可
工
作
物
の
適
正
管
理

・
現
行
の
技
術
基
準
を
満
足
し
て
い

な
い
工
作
物
が
存
在
し
て
い
る

○
現
行
の
技
術
基
準
を
満
足
し
て
い
な
い
工
作
物
が
存
在
し
、
洪
水
流
下
が
阻
害
さ
れ
る
要
因

と
な
る
と
と
も
に
、
工
作
物
自
体
が
危
険
で
あ
る

第
8
回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 
資
料
-
4

円
滑
な
情
報
収
集
・
提
供
・
共
有
の
た
め
に
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
高
度
化
と
整
備
の
充
実
を

図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

第
8
回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 
資
料
-
4

矢
作
川
で
は
、
油
の
流
出
等
、
毎
年
の
よ
う
に
１
０
件
を
超
え
る
水
質
事
故
が
発
生
し
て
い

る
。

第
8
回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 
資
料
-
4

地
球
温
暖
化
に
起
因
す
る
地
球
規
模
の
気
候
変
動
と
海
面
上
昇
と
い
っ
た
課
題
が
生
じ
て
い

る
矢
作
川
水
系
河
川
整
備
計
画

衣
浦
港
～
矢
作
川
河
口
付
近
の
一
色
町
周
辺
と
、
三
河
港
の
豊
橋
市
沿
岸
域
で
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
が
広
が
っ
て
い
る

三
河
湾
流
域
圏
再
生
行
動
計
画

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

第
2回
住
民
懇
談
会
（
岡
崎
）

一
部
の
河
川
利
用
者
に
よ
る
ゴ
ミ
投
棄
や
上
流
部
、
支
川
等
か
ら
流
出
し
て
く
る
ゴ
ミ
に
加

え
、
家
電
製
品
や
自
動
車
等
の
不
法
投
棄
が
発
生
し
て
い
る

矢
作
川
水
系
河
川
整
備
計
画

名
鉄
電
車
の
下
巾
残
骸
の
撤
去
。

第
2回
住
民
懇
談
会
（
岡
崎
）

船
舶
の
不
法
係
留
や
車
両
な
ど
の
不
法
放
置
、
ゴ
ミ
や
汚
物
の
不
法
投
棄
、
落
書
き
な
ど

が
見
ら
れ
、
景
観
を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
悪
臭
、
保
安
、
処
理
費
用
な
ど
の
問
題
が
発
生

し
て
い
る
。

第
8
回
矢
作
川
流
域
委
員
会
 
資
料
-
4

海
岸
利
用
者
等
に
よ
る
海
岸
へ
の
放
置
ゴ
ミ
や
陸
域
か
ら
の
流
入
ゴ
ミ
等
の
散
乱
が
、
海
岸

の
生
態
系
や
景
観
、
そ
し
て
海
岸
利
用
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

三
河
湾
流
域
圏
再
生
行
動
計
画

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
不
法
係
留
（
放
置
艇
問
題
）
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

三
河
湾
流
域
圏
再
生
行
動
計
画

上
流
の
事
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。
根
羽
村
で
は
い
つ
も
水
を
大
切
に
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

住
民
説
明
会
（
根
羽
村
）

矢
作
川
の
最
大
の
課
題
は
河
川
管
理
者
が
バ
ラ
バ
ラ
な
こ
と
で
あ
り
、
河
川
管
理
者
の
統
一

を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

第
1
0
回
流
域
委
員
会

流
域
の
自
然
環
境
が
変
化
し
て
お
り
、
歴
史
的
景
観
を
残
す
維
持
管
理
が
必
要
。

第
2回
住
民
懇
談
会
（
岡
崎
）

縦
割
り
行
政
で
な
く
、
治
水
だ
け
で
な
く
治
山
、
森
林
事
業
を
一
体
で
実
施
し
て
い
か
な
け

れ
ば
問
題
解
決
が
図
ら
れ
な
い
。

住
民
説
明
会
（
根
羽
村
）

矢
作
川
と
二
級
河
川
の
管
理
の
連
携
を
密
に
し
て
、
浸
水
流
域
の
排
水
を
矢
作
川
は
直
接
す

る
方
法
を
と
る
と
か
し
て
、
関
係
機
関
（
県
、
市
な
ど
）
、
地
域
住
民
と
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

第
2回
住
民
懇
談
会
（
岡
崎
）

根
羽
村
は
す
ば
ら
し
い
景
観
が
あ
る
が
、
高
齢
化
に
よ
り
護
岸
の
整
備
等
も
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
る
。
都
会
の
方
の
力
を
借
り
て
、
景
観
を
残
し
て
い
っ
て
欲
し
い
。

住
民
説
明
会
（
根
羽
村
）

上
流
で
は
過
疎
と
な
り
山
の
手
入
れ
が
で
き
な
い
状
況
な
の
で
、
下
流
で
は
上
流
の
問
題
を

考
え
て
欲
し
い
。

住
民
説
明
会
（
根
羽
村
）

豊
川
流
域
圏
で
実
施
さ
れ
て
い
る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
よ
う
に
、
流
域
全
体
の
情
報
を
発
信

す
る
仕
組
み
を
作
っ
て
欲
し
い
。

第
2回
住
民
懇
談
会
（
豊
田
）

森
林
の
荒
廃
や
管
理
状
況
、
森
林
管
理
の
効
果
等
に
関
す
る
デ
ー
タ
が
必
要
。

調
和
の
と
れ
た
矢
作
川
流
域
圏
の
実
現
に
向
け
て

ご
み
の
不
法
投
棄
抑
止
に
向
け
た
情
報
共
有
や
啓
発
活
動
ま
た
、
関
係
者
の
連
携
が
必
要
。

調
和
の
と
れ
た
矢
作
川
流
域
圏
の
実
現
に
向
け
て

国
、
県
と
河
川
管
理
者
が
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
り
、
河
川
水
辺
の
国
勢
調
査
等
に
お
い
て
、
流
域

内
の
自
然
環
境
を
上
流
か
ら
下
流
ま
で
支
川
を
含
め
て
一
体
的
に
調
査
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
流
域
住
民
が
自
然
を
身
近
に
感
じ
、
河
川
環
境
を
守
る
た
め
に
川
の
自
然
に
つ
い
て

の
情
報
提
供
が
重
要
。

調
和
の
と
れ
た
矢
作
川
流
域
圏
の
実
現
に
向
け
て

維 持 管 理

●
●

●●
●

分
類

地
域
部
会

根
拠

委
員
会
等
の
意
見

問
題
点

（
キ
ー
ワ
ー
ド
）

課
題

短
期

課
題

不
法
投
棄
対
策

●

・
不
法
投
棄
の
増
加

・
不
法
係
留

・
海
岸
へ
の
流
入
ゴ
ミ

●

危
機
管
理
対
策

○
○

地
球
温
暖
化
の
影
響
把
握
と
対
策
・
海
面
上
昇
に
よ
る
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
へ
の
影
響

適
正
な
ダ
ム
管
理

矢
作
ダ
ム
管
理

流
域
圏
に
係
る
意
識
向
上

不
法
投
棄
へ
の
対
応

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

・
ダ
ム
へ
の
流
木
の
流
入

・
河
川
へ
の
流
木
の
流
出

・
濁
水
の
長
期
化

●
●

●

・
水
質
、
水
難
事
故
等
へ
の
迅
速
な

対
応
方
法

●

情
報
共
有
・
啓
発
活
動
の
推
進

・
情
報
共
有
基
盤
の
不
足

●
●

●

● ●

流
域
内
の
連
携
強
化

・
河
川
管
理
者
の
連
携
不
足

・
縦
割
り
行
政

・
上
下
流
交
流
の
不
足

●


